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豊豊富富町町下下水水道道中中期期ビビジジョョンンのの策策定定ににああたたっってて  

  

  

  

豊豊富富町町はは、、明明治治 22 年年のの開開拓拓使使入入所所以以来来、、先先人人たたちちののたたゆゆままぬぬ努努力力にによよりり発発展展をを遂遂げげててききまま

ししたた。。豊豊富富町町はは、、そそのの名名がが示示すすととおおりり、、ララムムササーールル条条約約にに登登録録さされれたたササロロベベツツ原原野野ななどどのの自自

然然環環境境にに加加ええ、、石石炭炭やや石石油油、、天天然然ガガスス、、温温泉泉、、泥泥炭炭ななどど天天然然資資源源にに恵恵ままれれたた土土地地でですす。。先先人人

たたちちはは長長いい年年月月ににわわたたりり生生活活やや生生産産ににおおいいてて身身近近なな自自然然をを利利用用しし、、そそのの恩恩恵恵ととととももにに大大切切にに

地地域域をを守守りり育育ててききままししたた。。  

ししかかししななががらら、、利利便便性性のの向向上上やや生生活活様様式式のの多多様様化化ととととももにに、、水水路路やや河河川川はは汚汚れれててききてていいまま

すす。。そそののよよううなな状状況況をを改改善善しし、、衛衛生生的的なな生生活活環環境境ををつつくくりり、、水水とと緑緑ののままちちをを次次世世代代へへ残残すすたた

めめににもも、、下下水水道道のの整整備備はは不不可可欠欠でですす。。  

豊豊富富町町のの下下水水道道事事業業はは、、平平成成 99 年年度度にに事事業業にに着着手手しし、、平平成成 1133 年年度度にに供供用用をを開開始始ししままししたた。。

以以後後、、下下水水道道のの整整備備をを着着実実にに進進めめ、、豊豊富富町町市市街街地地のの方方にに下下水水道道ををごご利利用用いいたただだいいてていいまますす。。  

一一方方、、豊豊富富町町でではは人人口口減減少少やや少少子子高高齢齢化化がが進進みみ、、そそれれにに伴伴っってて生生活活様様式式ややままちちののあありり方方がが

変変化化ししててききてていいまますす。。加加ええてて、、下下水水道道事事業業はは、、施施設設のの取取替替ええ等等がが必必要要ととさされれるるななどど、、時時代代のの

移移りり変変わわりりにに応応じじてて求求めめらられれるる役役割割をを整整理理すするる必必要要ががあありりまますす。。  

上上記記のの背背景景をを踏踏ままええ、、豊豊富富町町はは、、今今後後 1100 年年間間ににおおけけるる豊豊富富町町のの下下水水道道がが目目指指すすべべきき方方向向

性性とと事事業業展展開開をを提提示示すするるととととももにに、、今今後後のの効効率率的的なな整整備備ののあありり方方をを明明示示すするる下下水水道道中中期期ビビジジ

ョョンンをを策策定定ししままししたた。。  

今今後後はは、、本本計計画画をを基基にに水水環環境境のの保保全全やや良良好好なな生生活活環環境境のの創創出出をを図図るるととととももにに、、効効率率的的且且つつ

効効果果的的にに事事業業をを進進めめまますす。。今今後後とともも皆皆ささままのの一一層層ののごご支支援援ごご協協力力をを賜賜りりまますすよよううおお願願いい申申しし

上上げげまますす。。  

むむすすびびにに、、ここのの下下水水道道中中期期ビビジジョョンンのの策策定定ににああたたりり、、アアンンケケーートトににごご協協力力いいたただだききままししたた

町町民民のの皆皆ささままにに心心かかららおお礼礼申申しし上上げげまますす。。  

  

  

  

平平成成 2233 年年 33 月月  豊豊富富町町  
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1 章  計画策定の趣旨 

  

  11..11    計計画画のの目目的的  

  

豊豊富富町町下下水水道道中中期期ビビジジョョンンはは、、今今後後のの豊豊富富町町のの下下水水道道がが目目指指すすべべきき方方向向性性とと事事業業展展

開開をを提提示示すするるととととももにに、、現現状状及及びび今今後後のの効効率率的的なな整整備備ののあありり方方をを明明示示すするるここととをを目目的的とと

ししまますす。。  

豊豊富富町町下下水水道道中中期期ビビジジョョンンのの計計画画期期間間はは、、平平成成 2233 年年度度かかららのの平平成成 3322 年年度度ままででのの 1100

年年間間でですす。。  

  

  11..22    計計画画策策定定のの背背景景  

  

豊豊富富町町下下水水道道中中期期ビビジジョョンンのの主主なな関関連連計計画画はは、、国国のの下下水水道道政政策策のの方方向向性性、、北北海海道道のの

下下水水道道のの政政策策、、第第 44 次次豊豊富富町町ままちちづづくくりり計計画画でですす。。ままたた、、豊豊富富町町下下水水道道事事業業のの現現状状とと課課

題題をを整整理理ししたた上上でで、、住住民民アアンンケケーートト調調査査、、中中期期ビビジジョョンン策策定定委委員員会会のの意意見見をを織織りり込込みみまま

ししたた。。  

  

          

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

▲ 豊富町下水道中期ビジョンを取り巻く関連計画等 

1 章 計画策定の趣旨 

第第44次豊富町まちづくり計画次豊富町まちづくり計画

豊富町下水道豊富町下水道事業事業の現状と課題の現状と課題

北海道地方下水道ビジョン北海道地方下水道ビジョン
（北海道開発局）（北海道開発局）

豊富町下水道中期ビジョン豊富町下水道中期ビジョン

社会資本整備重点計画社会資本整備重点計画

下水道中期ビジョン下水道中期ビジョン
--1010年間の取組み年間の取組み--

下水道ビジョン２１００下水道ビジョン２１００
--「循環のみち」「循環のみち」100100年の計年の計--

国土交通省国土交通省 北海道北海道

豊富町豊富町

住民住民アンケートアンケート調査調査

中期ビジョン策定中期ビジョン策定委員会委員会

関連計画

下水道を取り巻く状況等
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  11..33    豊豊富富町町ままちちづづくくりり計計画画  

  

豊豊富富町町はは、、平平成成 2200 年年度度にに第第 44 次次豊豊富富町町ままちちづづくくりり計計画画（（平平成成 2211 年年度度～～平平成成 3300 年年

度度））をを策策定定しし、、豊豊富富町町のの目目指指すすべべきき将将来来像像をを明明確確化化すするるととととももにに、、そそのの実実現現ののたためめ

のの方方策策をを示示ししままししたた。。  

第第 44 次次豊豊富富町町ままちちづづくくりり計計画画でではは、、住住民民参参加加・・住住民民活活動動をを図図りりななががらら、、「「豊豊富富町町

にに住住んんででよよかかっったた」」とと町町民民皆皆ささままがが感感じじるるここととががででききるる、、安安全全、、安安心心ななままちちづづくくりり

をを目目指指すすたためめ、、基基本本理理念念（（豊豊富富町町のの将将来来像像））をを「「自自然然とと人人にに優優ししいい協協働働ののままちちづづくく

りり・・ととよよととみみ」」ととししてていいまますす。。  

  

    

  

  

  

  

  

ままたた、、基基本本理理念念をを実実現現すするるたためめ、、以以下下のの 55 つつのの基基本本目目標標をを示示ししてていいまますす。。ここののうう

ちち、、下下水水道道のの施施策策はは、、「「自自然然とと調調和和しし、、住住みみ続続けけるるここととががででききるるままちちづづくくりり」」にに位位

置置付付けけらられれてていいまますす。。  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

▲ 豊富町第 4 次まちづくり計画の基本理念と基本目標 

 

※参照：「第 4 次豊富町まちづくり計画」（平成 21 年 3 月,豊富町） 

基本理念

自然と人に優しい
協働のまちづくり・とよとみ

基本理念

自然と人に優しい
協働のまちづくり・とよとみ

基本目標

自然と調和し、住み続けることができるまちづくり

地域の資源を活かした産業づくり

安全・安心、元気で暮らせるまちづくり

未来の豊富をつくる人づくり・地域文化の創造

みんなで進める協働のまちづくり

下水道施策
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1 章  計画策定の趣旨 

  

  11..44    国国やや北北海海道道にによよるる下下水水道道施施策策のの方方向向性性  

((11))    国国にによよるる下下水水道道施施策策のの方方向向性性  

  

平平成成 1177 年年度度にに国国土土交交通通省省はは、、2211 世世紀紀のの下下水水道道のの「「使使命命とと役役割割」」をを実実現現すするるににああたたりり、、

ここれれままでで下下水水道道がが担担っっててききたた公公衆衆衛衛生生のの向向上上、、浸浸水水対対策策等等のの基基本本的的なな使使命命をを継継承承ししつつつつ、、

新新たたなな社社会会のの要要請請にに応応ええるるたためめのの施施策策体体型型のの基基本本方方針針とと施施策策展展開開上上のの視視点点・・考考ええ方方ににつつ

いいててのの「「下下水水道道ビビジジョョンン 22110000」」をを取取りりままととめめままししたた。。  

国国のの方方向向性性ととししててはは、、2211 世世紀紀社社会会のの姿姿とと下下水水道道のの使使命命とと役役割割をを持持続続可可能能なな循循環環型型社社

会会のの構構築築にによよりり、、「「美美ししくく良良好好なな環環境境」」、、「「安安全全なな暮暮ららしし」」とと「「活活力力ああるる社社会会」」をを実実現現

すするるももののととしし、、健健全全なな水水・・資資源源循循環環のの創創出出をを施施策策にに掲掲げげてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

▲ 国の下水道政策の方向性  

 

  

ままたた、、国国やや北北海海道道のの下下水水道道施施策策のの方方向向性性のの中中でで、、地地方方公公共共団団体体はは、、下下水水道道事事業業のの主主

体体ととししてて、、継継続続的的にに事事業業をを運運営営しし、、機機能能をを維維持持ししてていいくく責責務務をを有有ししてておおりり、、長長期期的的なな視視

点点をを持持っってて、、下下水水道道施施設設のの管管理理とと経経営営にに向向けけたた取取りり組組みみをを実実施施すするるたためめ、、施施策策展展開開のの方方

針針をを検検討討・・提提示示しし、、関関係係者者とと合合意意形形成成をを図図りり、、中中期期のの構構想想ととししてて「「下下水水道道中中期期ビビジジョョ

ンン」」のの策策定定をを促促ししてていいまますす。。  

  

２１世紀社会の姿と下水道の使命と役割２１世紀社会の姿と下水道の使命と役割

持続可能な循環型社会の構築により、
「美しく良好な環境」、「安全な暮らし」と「活力ある社会」を実現する

下水道の使命を実現するための施策の考え方下水道の使命を実現するための施策の考え方

２０世紀型下水道

●下水道の普及拡大に重点
・汚水の効率的な「排除・処理
に」による公衆衛生・生活環境
の向上

・雨水の速やかな「排除」による
浸水対策

２１世紀型下水道

●健全な水・資源循環を創出
・「排除・処理」から「活用・再生」

への転換により、美しく良好な
環境の形成ならびに安全な暮
らしと活力のある社会を実現

住民に
わかりやすい
情報発信と

住民との対話

２１世紀社会の姿と下水道の使命と役割２１世紀社会の姿と下水道の使命と役割

持続可能な循環型社会の構築により、
「美しく良好な環境」、「安全な暮らし」と「活力ある社会」を実現する

持続可能な循環型社会の構築により、
「美しく良好な環境」、「安全な暮らし」と「活力ある社会」を実現する

下水道の使命を実現するための施策の考え方下水道の使命を実現するための施策の考え方

２０世紀型下水道

●下水道の普及拡大に重点
・汚水の効率的な「排除・処理
に」による公衆衛生・生活環境
の向上

・雨水の速やかな「排除」による
浸水対策

２０世紀型下水道

●下水道の普及拡大に重点
・汚水の効率的な「排除・処理
に」による公衆衛生・生活環境
の向上

・雨水の速やかな「排除」による
浸水対策

２１世紀型下水道

●健全な水・資源循環を創出
・「排除・処理」から「活用・再生」

への転換により、美しく良好な
環境の形成ならびに安全な暮
らしと活力のある社会を実現

２１世紀型下水道

●健全な水・資源循環を創出
・「排除・処理」から「活用・再生」

への転換により、美しく良好な
環境の形成ならびに安全な暮
らしと活力のある社会を実現

住民に
わかりやすい
情報発信と

住民との対話
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((22))    北北海海道道にによよるる下下水水道道施施策策のの方方向向性性  

  

北北海海道道開開発発局局はは、、国国のの下下水水道道政政策策のの方方向向性性をを受受けけ、、平平成成 2211 年年 33 月月にに「「北北海海道道地地方方下下

水水道道ビビジジョョンン～～北北のの大大地地をを支支ええるる持持続続可可能能なな下下水水道道～～」」をを策策定定ししままししたた。。  

北北海海道道地地方方下下水水道道ビビジジョョンンでではは、、北北海海道道地地方方のの将将来来像像、、国国のの今今後後のの下下水水道道のの方方向向

性性、、北北海海道道地地方方のの下下水水道道のの抱抱ええるる現現状状等等をを踏踏ままええ、、「「北北のの大大地地をを支支ええるる持持続続可可能能なな

下下水水道道」」ののももとと、、安安全全でで安安心心ででききるる快快適適なな生生活活環環境境のの実実現現（（暮暮ららしし））、、豊豊かかなな自自然然

環環境境ををままももりり､､調調和和ののととれれたた社社会会のの実実現現（（自自然然））、、地地域域のの産産業業､､経経済済にに貢貢献献（（地地域域活活

力力））のの目目標標像像をを設設定定ししてていいまますす。。  

  

 

▲ 北海道の下水道政策の方向性 
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1 章  計画策定の趣旨 

  

  11..55    下下水水道道のの目目的的ととははたたららきき  

  

  ((11))    害害虫虫やや悪悪臭臭のの発発生生防防止止、、トトイイレレのの水水洗洗化化  

汚汚水水はは管管ききょょ（（汚汚水水管管））をを流流れれ、、豊豊富富浄浄化化セセンンタターーにに集集めめ浄浄化化さされれまますす。。蚊蚊ややハハエエ

ななどどのの害害虫虫やや悪悪臭臭のの発発生生がが防防げげ、、町町がが清清潔潔にに保保たたれれるるととととももにに、、トトイイレレがが水水洗洗ににななるるここ

ととでで、、衛衛生生的的なな環環境境をを創創出出ししまますす。。  

  

  

((22))    浸浸水水のの防防除除  

下下水水道道はは、、降降っったた雨雨ををすすばばややくく排排除除ししてて、、浸浸水水かからら町町をを守守りりまますす。。豊豊富富町町はは、、汚汚水水

とと雨雨水水をを別別々々のの管管ききょょでで整整備備ししてていいまますす。。雨雨はは、、管管ききょょ（（雨雨水水管管））にに入入りり、、すすみみややかかにに

川川にに流流さされれまますす。。  
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((33))  水水環環境境をを守守るる  

汚汚ししたた水水ををききれれいいににししてて自自然然にに返返すすののはは下下水水道道のの役役割割でですす。。下下水水道道はは下下エエベベココロロベベ

ツツ川川等等のの河河川川やや湖湖沼沼、、海海ななどどのの水水環環境境をを保保全全ししまますす。。    

  

  

((44))    下下水水道道資資源源のの有有効効利利用用  

豊豊富富町町でではは省省エエネネ・・リリササイイククルル社社会会のの実実現現にに向向けけてて、、下下水水のの処処理理過過程程でで発発生生すするる汚汚

泥泥ををリリササイイククルルしし、、緑緑農農地地へへのの肥肥料料ととししてて利利用用ししてていいまますす。。    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

※ イメージ図出展： 社団法人全国上下水道コンサルタント協会北海道支部 HP 

：   「北海道地方下水道ビジョン」（北海道,平成 21 年）  
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2 章  豊富町の概要と豊富町を取り巻く社会情勢

  

  22..11    豊豊富富町町のの概概要要  

  

豊豊富富町町はは、、北北海海道道のの最最北北部部天天塩塩平平野野、、宗宗谷谷管管内内ののほほぼぼ中中央央にに位位置置しし、、北北はは稚稚内内市市、、

南南はは幌幌延延町町、、東東はは猿猿払払村村にに接接しし、、西西はは日日本本海海にに面面ししてていいまますす。。  

行行政政面面積積はは 552200..6677  kk ㎡㎡でで約約半半分分がが山山林林・・原原野野でで占占めめらられれてておおりり、、平平成成 1177 年年度度ににララ

ムムササーールル登登録録さされれたたササロロベベツツ原原野野やや日日本本最最北北のの温温泉泉地地ででああるる豊豊富富温温泉泉ななどど、、自自然然のの恵恵みみ

をを享享受受ししたた資資源源にに恵恵ままれれてていいまますす。。市市街街地地のの周周辺辺はは、、下下エエベベココロロベベツツ川川沿沿いいにに発発達達すするる

沖沖積積層層とと標標高高 110000ｍｍ前前後後のの平平坦坦なな丘丘陵陵性性山山地地かからら成成りりまますす。。  

現現在在はは、、豊豊富富町町のの豊豊かかなな自自然然環環境境をを活活かかししななががらら、、住住民民参参加加・・住住民民活活動動にによよるる地地域域

にに根根ざざししたたままちちづづくくりりをを進進めめてていいまますす。。  

  

  

  
▲ 豊富町位置図 

※距離は、豊富町役場を起点として作成 

2200kkmm  

3300kkmm  

4400kkmm  

2 章 豊富町の概要と豊富町を取り巻く社会情勢 

とよとみ君 

（豊富町のイメージキャラクター） 

5500kkmm  
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  22..22    気気象象特特性性  

  

豊豊富富町町のの気気温温はは、、気気候候はは、、夏夏はは涼涼ししくく、、冬冬はは北北西西のの風風がが強強くく乾乾燥燥寒寒冷冷でであありり、、気気温温

もも年年平平均均がが５５℃℃程程度度とと低低いい地地域域でですす。。降降雨雨はは 1100 月月ごごろろににももっっとともも多多くくななりり、、年年間間降降水水

量量はは約約 11,,000000mmmm でですす。。最最深深積積雪雪はは 11mm をを越越ええるるここととももあありりまますす。。  

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 （月）

気温（℃）

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

降水量（mm)

降水量(mm) 平均気温 最高気温 最低気温   
▲ 過去 10 年間（平成 12 年～平成 21 年）平均の月別降水量及び気温 

※参照：気象庁稚内地方気象台管理豊富観測所  

  

  22..33    土土地地利利用用のの状状況況  

  

豊豊富富町町のの面面積積のの約約 55 割割がが山山林林やや原原野野でですす。。ままたた、、畑畑やや牧牧場場をを占占めめるる面面積積もも全全体体のの約約 33

割割をを占占めめ、、牧牧場場面面積積はは、、5533kk ㎡㎡ににももおおよよびびまますす。。宅宅地地面面積積はは、、全全体体のの 00..66％％でですす。。  

  

山林
31.2%

原野
21.9%

畑
19.7%

湖沼
0.8%

宅地
0.6%

その他
15.7%

牧場
10.2%

  
  

▲ 地目別土地面積（平成 21 年） 

※参照：平成 21 年豊富町固定資産概要調査    
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2 章  豊富町の概要と豊富町を取り巻く社会情勢

  

  22..44    人人口口のの見見通通しし  

  

豊豊富富町町のの行行政政人人口口はは、、昭昭和和 2255 年年国国勢勢調調査査でではは 1100,,000000 人人をを超超ええてていいままししたたがが、、平平成成

1177 年年のの調調査査でではは、、44,,885500 人人ととななっってていいまますす。。  

国国立立社社会会保保障障・・人人口口問問題題研研究究所所はは、、今今後後もも人人口口のの減減少少傾傾向向をを想想定定ししてておおりり、、平平成成 2277

年年ににおおけけるる人人口口をを 44,,117733 人人、、平平成成 3322 年年ににおおけけるる人人口口をを 33,,884422 人人にに推推定定ししてていいまますす。。  

ままたた、、将将来来のの年年齢齢別別人人口口割割合合はは、、平平成成 1177 年年でではは年年少少人人口口（（1144 歳歳以以下下））1133..33％％、、生生産産

年年齢齢人人口口（（1155 歳歳～～6655 歳歳））6622..11％％、、老老年年人人口口（（6655 歳歳以以上上））2244..66％％ででししたたがが、、平平成成 3322 年年

でではは、、年年少少人人口口 99..44％％、、生生産産年年齢齢人人口口 5566..00％％、、老老年年人人口口 3344..66％％とと推推計計さされれてていいまますす。。  

今今後後はは、、総総人人口口のの減減少少ももささるるここととななががらら、、老老年年人人口口のの比比率率がが増増加加しし、、全全人人口口にに占占めめ

るる生生産産年年齢齢人人口口のの比比率率がが低低下下ししてていいくく少少子子高高齢齢化化のの進進行行がが懸懸念念さされれまますす。。  

  

▼ 豊富町の行政人口の今後の推測 

平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年

（2005年） （2010年） （2015年） （2020年） （2025年） （2030年） （2035年）

4,850 4,498 4,173 3,842 3,521 3,208 2,895

0～4歳 192 149 122 103 91 77 65

5～9歳 201 186 145 119 100 88 75

10～14歳 254 192 178 139 114 96 85

15～19歳 209 180 147 136 106 87 73

20～24歳 200 149 139 111 103 80 66

25～29歳 273 241 172 160 131 122 97

30～34歳 251 260 232 166 155 126 118

35～39歳 269 249 258 231 165 154 126

40～44歳 290 271 251 259 232 167 156

45～49歳 370 281 264 245 252 226 162

50～54歳 467 364 278 261 243 250 224

55～59歳 386 444 348 265 250 233 240

60～64歳 294 346 403 316 242 228 212

65～69歳 287 270 321 374 293 225 212

70～74歳 291 258 246 294 342 269 207

75～79歳 248 247 223 213 257 299 236

80～84歳 202 209 208 192 186 226 259

85歳～ 166 202 237 258 259 256 285

100.0 92.7 86.0 79.2 72.6 66.1 59.7

13.3 11.7 10.7 9.4 8.7 8.1 7.8

62.1 61.9 59.7 56.0 53.3 52.2 50.8

24.6 26.4 29.6 34.6 38.0 39.7 41.4

行政人口（人）

推計年

老年人口割合（％）

生産年齢人口割合（％）

年少人口割合（％）

総人口指数
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2,895

3,208
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3,842
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4,850
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平成17年

平成22年

平成27年

平成32年

平成37年

平成42年

平成47年

（人）   

▲ 豊富町の行政人口の今後の推測 

  

7.8 50.8 41.4

8.1 52.2 39.7

8.7 53.3 38.0

9.4 56.0 34.6

10.7 59.7 29.6

11.7 61.9 26.4

13.3 62.1 24.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成17年

平成22年

平成27年

平成32年

平成37年

平成42年

平成47年

年少人口割合（％） 生産年齢人口割合（％） 老年人口割合（％）
  

▲ 豊富町の年齢別人口割合の今後の推測 

 

※参照：「市区町村別男女５歳階級別データ」（国立社会保障・人口問題研究所,平成 20 年 12 月） 

推
計
値 

推
計
値 
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2 章  豊富町の概要と豊富町を取り巻く社会情勢

  

  22..55    豊豊富富町町のの財財政政状状況況  

  

国国はは、、自自治治体体のの財財政政破破綻綻をを未未然然にに防防ぐぐととととももにに、、悪悪化化ししたた団団体体にに対対ししてて早早期期にに健健全全

化化をを促促すすたためめ財財政政健健全全化化法法をを制制定定しし、、健健全全化化判判断断比比率率ととししてて 44 つつのの指指標標及及びび公公営営企企業業のの

経経営営状状況況をを示示すす指指標標をを定定めめてていいまますす。。健健全全化化判判断断比比率率ののううちち、、１１つつででもも早早期期健健全全化化基基準準

以以上上ととななっったた場場合合はは財財政政健健全全化化計計画画をを、、ままたた、、資資金金不不足足比比率率がが経経営営健健全全化化基基準準以以上上ととなな

っったた場場合合はは経経営営健健全全化化計計画画をを定定めめるる必必要要ががあありりまますす。。  

豊豊富富町町はは、、自自治治体体財財政政健健全全化化法法案案のの 44 つつのの健健全全化化判判断断比比率率のの基基準準のの値値をを全全てて満満足足しし

てていいまますす。。各各指指標標はは、、対対象象ととすするる会会計計区区分分がが異異ななりりまますすがが、、下下水水道道事事業業特特別別会会計計がが含含まま

れれるる連連結結実実質質赤赤字字比比率率はは該該当当ななしし、、実実質質公公債債費費比比率率はは 1177..66％％、、将将来来負負担担比比率率はは 111177..00％％

ととななっってていいまますす。。  

ななおお、、下下水水道道事事業業特特別別会会計計単単独独ににおおけけるる資資金金不不足足率率はは該該当当ななししととななっってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

▲ 豊富町の健全化判断比率 

※参照：「市町村財政比較分析表・歳出比較分析表(平成 20 年度)」（豊富町財政課） 

  

● 実質赤字比率:地方公共団体の一般会計の赤字の程度。財政運営の深刻度を示す。 

● 連結実質赤字比率：全ての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を示す。 

● 実質公債費比率：借金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示す。 

● 将来負担比率：地方債や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高の程度を示す。 

1. 実質赤字比率

2. 連結実質赤字比率

3. 実質公債費比率

4. 将来負担比率

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

17.6%

117.0%

350.0%

25.0%

20.0%

15.0%

35.0%

40.0%

20.0%

下水道特別会計の
該当指標

健全な財政 財政の悪化
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実実質質公公債債費費比比率率はは、、過過去去 1100 年年間間のの大大規規模模事事業業（（中中学学校校及及びび給給食食セセンンタターーのの建建設設等等））

にによよりり、、類類似似団団体体平平均均をを大大ききくく上上回回っってていいまますす。。普普通通会会計計ににおおけけるる公公債債費費はは年年々々増増加加しし、、

平平成成 2211 年年度度ににはは 1100 億億円円超超のの負負担担をを余余儀儀ななくくさされれてておおりり、、公公債債費費負負担担ののピピーーククをを迎迎ええてて

いいまますす。。平平成成 2222 年年度度ににはは、、起起債債許許可可団団体体のの基基準準ででああるる 1188％％ままでで上上昇昇すするる見見込込みみととななっっ

てていいまますす。。ししかかしし、、平平成成 1177 年年度度かかららのの普普通通建建設設事事業業のの起起債債抑抑制制にによよりり、、平平成成 2222 年年度度をを

ピピーーククにに減減少少にに転転ずずるるももののとと見見込込ままれれまますす。。  

今今後後もも新新規規町町債債発発行行のの抑抑制制にに努努めめ、、起起債債許許可可団団体体のの基基準準ででああるる 1188％％以以下下にに抑抑ええるるよよ

うう財財政政のの健健全全化化にに努努めめるる必必要要ががあありりまますす。。  

ままたた、、将将来来負負担担比比率率もも、、平平成成 1177 年年度度以以前前のの多多額額なな町町債債発発行行のの影影響響にによよりり、、類類似似団団体体

平平均均をを上上回回っってていいまますす。。ししかかしし、、平平成成 1177 年年度度かからら道道路路事事業業のの縮縮減減、、箱箱物物施施設設整整備備のの計計

画画見見直直しし等等にによよるる普普通通建建設設事事業業のの階階段段的的縮縮減減をを図図っっててききてておおりり、、単単年年度度のの起起債債償償還還元元金金

のの半半分分以以下下ままでで新新規規町町債債発発行行をを抑抑制制ししてていいまますす。。  

ここののここととにによよりり、、町町債債残残高高ははピピーークク時時のの平平成成 1177 年年度度末末かからら平平成成 2211 年年度度末末ままででにに約約

2233 億億円円減減少少しし、、比比率率ににつついいててもも平平成成 2244 年年度度ままでではは下下降降すするる見見込込みみでですす。。後後世世へへのの負負担担

をを少少ししででもも軽軽減減ででききるるよようう、、引引きき続続きき新新規規町町債債発発行行のの抑抑制制等等にによよりり財財政政のの健健全全化化にに努努めめ

まますす。。  
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▲ 左：実質公債比率の推移、右：将来負担比率推移 

  

※ 参照：「市町村財政比較分析表・歳出比較分析表(平成 20 年度)」（豊富町財政課） 

※ 類型団体は、人口及び産業分類で豊富町の同規模の自治体

豊富町 類似団体の平均値 早期健全化基準

健
全
な
財
政

財
政
の
悪
化
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3 章  下水道事業の現状と課題 

※※    

  33..11    豊豊富富町町特特定定環環境境保保全全公公共共下下水水道道事事業業のの概概要要  

  

豊豊富富町町のの下下水水道道事事業業はは、、特特定定環環境境保保全全公公共共下下水水道道事事業業にに分分類類さされれまますす。。特特定定環環境境保保

全全公公共共下下水水道道事事業業はは、、市市街街化化区区域域以以外外ににおおいいてて公公共共下下水水道道のの整整備備にによよりり生生活活環環境境のの改改善善

をを図図るる必必要要ががああるる区区域域等等でで施施行行さされれるるももののでですす。。  

平平成成 55 年年度度にに市市街街地地にに生生活活さされれてていいるる皆皆ささままにに「「下下水水道道にに関関すするるアアンンケケーートト調調査査」」

をを行行いい、、そそのの結結果果よよりりトトイイレレのの水水洗洗化化にに対対すするる関関心心がが非非常常にに高高いいここととがが判判りりままししたた。。  

ここれれをを受受けけてて町町でではは、、平平成成 66 年年度度よよりり市市街街地地をを対対象象にに下下水水道道事事業業のの実実施施にに向向けけててのの

調調査査計計画画をを進進めめ、、都都道道府府県県代代行行制制度度をを適適用用しし、、平平成成 99 年年度度にに下下水水道道事事業業にに着着手手、、平平成成

1144 年年 33 月月 11 日日にに供供用用をを開開始始ししままししたた。。  

そそのの後後、、下下水水道道計計画画区区域域のの拡拡大大やや雨雨水水排排水水区区域域のの拡拡大大をを経経てて、、現現在在（（平平成成 2211 年年度度

末末））はは、、認認可可計計画画面面積積 118811hhaa ののううちち、、114433hhaa のの面面積積のの汚汚水水管管ききょょをを整整備備ししてていいまますす（（整整

備備率率 7799％％））。。ままたた、、雨雨水水管管ききょょのの整整備備はは、、浸浸水水がが頻頻発発ししてていいるる区区域域にに重重点点的的にに整整備備しし

てていいまますす。。ななおお、、平平成成 2222 年年度度ににはは、、区区域域のの見見直直ししをを行行いい、、工工場場排排水水をを下下水水道道にに取取りり込込

むむここととをを計計画画にに位位置置付付けけままししたた。。  

今今日日でではは、、下下水水道道はは、、豊豊富富町町市市街街地地のの衛衛生生的的なな環環境境のの創創出出、、トトイイレレのの水水洗洗化化、、浸浸水水

のの防防除除、、下下エエベベココロロベベツツ川川等等のの河河川川やや湖湖沼沼、、海海ななどどのの水水環環境境のの保保全全をを行行ううたためめにに必必要要不不

可可欠欠なな施施設設ととななっってていいまますす。。ままたた、、豊豊富富浄浄化化セセンンタターーかかららのの汚汚泥泥をを有有機機肥肥料料ににリリササイイクク

ルルすするるななどど、、豊豊富富町町のの資資源源循循環環・・リリササイイククルルのの働働ききをを担担っってていいまますす。。  

  

  

▲ 豊富浄化センター 

3 章 下水道事業の現状と課題 
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▼ 豊富町公共下水道計画概要（平成 22 年度現在） 

全体計画 認可計画

目標年度 平成32年度 平成27年度

排除方式

計画区域 181ha 181ha

計画人口 2,950人 3,100人

日平均 1,330 /日 1,370 /日

日最大 1,620 /日 1,680 /日

時間最大 2,710 /日 2,810 /日

処理場名

水処理方式

晴天時処理能力 1,620 /日 1,680 /日

放流先河川名

汚泥方法

汚泥処分方法

汚泥再生処理施設

汚水管渠延長 29,750m 29,750m

雨水管渠延長 25,000m 2,910m

合　計 54,750m 32,660m

緑農地利用

西天北クリーンセンター

西天北五町衛生施設組合（幌延町）

項　目

管渠施設概要

分流式

計画汚水量

処理場施設概要

豊富浄化センター

オキシデーションディッチ法

普通河川・鮒釣川

濃縮・脱水

 

 

▼ 豊富町特定環境保全公共下水道事業計画の変遷 

汚水 雨水

第1回 平成9年度 平成15年度 80ha - 2,700人 当初認可

第2回 平成12年度 平成18年度 176ha - 3,700人 区域の拡大

第3回 平成13年度 平成18年度 176ha 31.9ha 3,700人 雨水排水区域の拡大

第4回 平成18年度 平成23年度 176ha 31.9ha 3,700人 計画放流水質の設定

第5回 平成22年度 平成27年度 181ha 31.9ha 3,100人 区域の拡大

主な変更理由
計画人口

（人）

計画面積
事業認可 認可年度 認可期間

 

 

▼ 豊富町受益者負担金及び下水道使用料（平成 22 年度現在） 

受益者分担金制度 180円/㎡

※分担金の算出方法は、面積割による

下水道使用料 基本料金：1,470円/10  　 超過料金147円/ 

※病院施設、老人ホーム、給食センター、公衆浴場施設を除く

特別会計設置年月日 平成9年 4月1日

供用開始設置年月日 平成14年 3月1日   
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▲ 豊富町公共下水道計画一般図 
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全全体体計計画画区区域域  
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3 章  下水道事業の現状と課題 

  

  33..22    下下水水道道経経営営のの現現状状とと課課題題  

  

    下下水水道道経経営営のの現現状状  
  

下下水水道道事事業業のの経経営営はは、、一一般般会会計計ととのの間間のの適適切切なな経経費費負負担担区区分分をを前前提提ととししてて、、公公営営企企

業業ととししててのの事事業業収収支支及及びびそそのの経経費費にによよっってて自自立立性性をを確確保保しし事事業業をを継継続続ししてていいくく、、独独立立採採

算算制制をを行行ううここととがが原原則則ととさされれまますす。。昭昭和和 6600 年年 77 月月にに出出さされれたた「「第第 55 次次下下水水道道財財政政研研究究

委委員員会会のの提提言言」」ににおおいいててはは、、汚汚水水処処理理にに係係るる維維持持管管理理費費ののううちち、、雨雨水水処処理理等等のの公公費費をを除除

いいたたももののににつついいててはは、、全全額額をを住住民民のの皆皆ささままかかららごご負負担担いいたただだくくここととをを原原則則ととししてていいまますす。。

ままたた、、汚汚水水にに係係るる資資本本費費ににつついいててもも、、公公費費でで負負担担すすべべきき費費用用をを除除きき、、そそのの対対象象ととすするるここ

ととがが妥妥当当ととさされれてていいまますす。。  

現現在在、、豊豊富富町町下下水水道道事事業業でではは、、皆皆ささままかからら使使用用ししたた水水量量にに応応じじてて下下水水道道使使用用料料ををいい

たただだいいてていいまますすがが、、ここののおお金金だだけけでではは下下水水道道経経営営がが成成りり立立っってていいまませせんん。。下下水水道道をを維維持持

すするるののにに必必要要ととななるる経経費費のの 66 割割程程度度ししかか賄賄ええてていいなないい状状況況でですす。。そそここでで、、不不足足分分ににつついい

ててはは、、一一般般会会計計かかららののおお金金をを繰繰りり入入れれししてていいまますす。。  
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下水道使用料 維持管理費 経費回収率（維持管理）
  

▲ 維持管理費に対する経費回収率の推移 

 

※ 維持管理費は、管きょ、処理場、その他の維持管理費に人件費を加算した値を示す 
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▼ 下水道事業の歳入歳出収支 

単位：千円

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

①収入 69,895 71,991 70,874 66,592 66,755

下水道使用料 35,089 37,598 37,498 36,452 37,567

雨水処理負担金 1,950 2,310 4,721 2,308 2,243

国庫補助金 0 0 0 0 0

繰入金 26,833 28,587 28,631 27,817 26,927

その他 6,023 3,496 24 15 18

②支出 74,055 80,479 85,529 88,289 87,314

人件費 6,976 13,166 15,402 14,125 14,363

維持管理費 35,896 35,216 38,668 43,923 43,777

起債利息 28,783 30,897 30,981 30,125 29,170

その他 2,400 1,200 478 116 4

③収支＝①-② -4,160 -8,488 -14,655 -21,697 -20,559

④収入 358,802 184,761 153,311 167,736 172,997

起債借入金 170,800 74,200 52,000 66,000 70,000

国庫補助金 114,000 31,400 0 0 0

工事負担金 9,767 7,699 5,741 1,311 850

繰入金 64,235 71,462 95,570 100,425 102,147

⑤支出 353,658 176,499 139,020 144,011 150,807

建設改良費 251,627 65,803 9,308 2,026 1,759

起債償還費 102,031 110,696 129,712 141,985 149,048

その他 0 0 0 0 0

⑥収支=④-⑤ 5,144 8,262 14,291 23,725 22,190

⑦収支再差引=③+⑥ 984 -226 -364 2,028 1,631

⑧前年度からの繰越金 2,503 3,487 3,261 2,897 4,925

⑨形式収支=⑦+⑧ 3,487 3,261 2,897 4,925 6,556

⑩翌年度に繰越すべき財源 0 0 0 0 0

⑪実質収支=⑨-⑩ 3,487 3,261 2,897 4,925 6,556

項　目

収

益

的

収

支

資

本

的

収

支

  

参照：「公営企業年鑑」（総務省） 
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ままたた、、経経営営指指標標にによよるる他他自自治治体体ととのの比比較較でではは、、使使用用料料単単価価はは類類型型平平均均ととほほぼぼ同同額額でで

ああるるののにに対対ししてて、、汚汚水水処処理理にに係係るる維維持持管管理理費費単単価価、、資資本本費費単単価価ととももにに高高額額ににななっってていいまま

すす。。ここれれにに伴伴いい、、経経費費回回収収率率がが 2299％％、、維維持持管管理理費費ののみみででもも 6633%%とと低低いい値値ととななっってていいまますす。。  

  
●使用料単価：   皆さまからいただいた下水道使用料金の 1  あたりの平均単価 

●汚水処理原価：   汚水処理に要する 1  あたりの平均単価 

●汚水処理原価（維持管理費）： 汚水処理の維持管理費や人件費に要する 1  あたりの平均単価 

●汚水処理原価（資本費）： 施設の建設や改築等に要する 1  あたりの平均単価 

●経費回収率：   汚水処理に要する経費のうち、下水道使用料で負担している割合 

●経費回収率（維持管理費）： 汚水処理の維持管理費に要する経費のうち、下水道使用料の負担割合 

  

▼ 他自治体との経営指標の比較 

豊富町

H20年度

　使用料単価 円/ 162 164 152 -

　汚水処理原価 円/ 555 387 298 改善が必要

　汚水処理原価
  （維持管理費）

円/ 258 206 137 改善が必要

　汚水処理原価
  （資本費）

円/ 297 180 161 改善が必要

　経費回収率 ％ 29 42 51 改善が必要

　経費回収率
  （維持管理費）

％ 63 80 111 改善が必要

判定全国平均類型平均

  

  

たただだしし、、ここのの汚汚水水処処理理原原価価、、経経費費回回収収率率ににはは、、公公費費ととししてて賄賄ううべべきき費費用用がが控控除除さされれ

てていいまますす。。公公費費ののううちち、、分分流流式式下下水水道道等等にに要要すするる金金額額をを控控除除前前のの汚汚水水処処理理原原価価、、経経費費回回

収収率率はは、、全全国国ととほほぼぼ同同額額ととななっってていいまますす。。  

 

▼（参考）他自治体との経営指標の比較（分流式下水道等に要する経費控除前） 

豊富町

H20年度

　汚水処理原価
(分流式下水道等に要する経費控除前）

円／ 674 664 475

　経費回収率
(分流式下水道等に要する経費控除前）

％ 24 25 32

類型平均 全国平均

  

※ 類型平均：処理人口や供用開始後の経過年数、有収水量密度を用いた分類ごとの全国平均 
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▲ 宗谷総合振興局内における使用料単価の比較（平成 20 年度） 
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▲ 宗谷総合振興局内における汚水処理原価（維持管理費）の比較（平成 20 年度） 
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▲ 宗谷総合振興局内における汚水処理原価（分流式下水道等に要する経費控除前）の比較（平成20年度） 
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▲ 宗谷総合振興局内における経費回収率（分流式下水道等に要する経費控除前）の比較（平成20年度） 
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    住住民民意意識識調調査査  
  

下下水水道道経経営営のの安安定定化化（（健健全全なな経経営営、、借借金金のの削削減減））ににつついいててはは、、約約 6600％％のの世世帯帯がが””更更

にに改改善善をを希希望望””とと回回答答ししてていいまますす。。ままたた、、今今後後のの下下水水道道整整備備にに最最もも重重点点をを置置くくべべきき住住民民

視視点点のの抽抽出出でではは、、下下水水道道経経営営のの安安定定化化にに対対すするる回回答答ががももっっとともも多多くく、、約約 2299％％のの世世帯帯がが

経経営営のの安安定定化化をを望望んんででいいまますす。。  

ししたたががっってて、、下下水水道道経経営営にに対対すするる住住民民のの要要望望がが強強いいももののとと想想定定さされれまますす。。  

「「下下水水道道使使用用料料はは高高いいでですすかか」」のの設設問問ににつついいててはは、、””妥妥当当””とと回回答答ししてていいるる世世帯帯はは

約約 5500％％でで、、””高高いい””とと回回答答ししてていいるる世世帯帯はは約約 4499％％ででほほぼぼ同同数数ででししたた。。  

よよっってて、、下下水水道道使使用用料料はは高高いいがが、、下下水水道道経経営営はは安安定定化化ししててほほししいいととのの住住民民感感情情がが見見

受受けけらられれまますす。。  

 

  

満満足足

更更にに改改善善をを希希望望  

興興味味なないい

28.4%

59.8%

11.8%

1.8%

49.5%48.7%

1

2

3

安安いい

妥妥当当  

高高いい

回答数

満足 101

更に改善を希望 213

興味ない 42

回答数

安い 7

妥当 193

高い 190

下下水水道道経経営営のの安安定定化化（（健健全全なな経経営営、、借借金金のの削削減減））にに対対すするる満満足足度度（（択択一一選選択択））  

現現在在のの下下水水道道使使用用料料金金はは高高いいでですすかか（（択択一一選選択択））  
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    下下水水道道経経営営にに係係るる課課題題  
  

下下水水道道経経営営にに係係るる現現状状をを踏踏ままええてて、、課課題題はは以以下下ののととおおりりでですす。。  

  

● 効率的な下水道事業の運営に努め、維持管理費用を低減させることが必要

です 

一一般般会会計計かかららのの繰繰入入金金にによよりり汚汚水水処処理理原原価価をを回回収収すするるここととはは、、下下水水道道のの恩恩恵恵をを受受

けけるる住住民民ととそそううででなないい住住民民ととのの間間にに不不公公平平をを生生じじるる問問題題ががあありりまますす。。現現在在、、下下水水道道

事事業業はは、、汚汚水水処処理理をを行行ううののにに必必要要なな維維持持管管理理費費用用のの 66 割割程程度度ししかか回回収収ででききずず、、不不足足

額額をを一一般般会会計計でで補補っってていいまますす。。ささららにに、、昨昨今今のの厳厳ししいい町町のの財財政政状状況況をを踏踏ままええるるとと一一

般般会会計計かかららのの繰繰入入金金のの削削減減はは必必須須のの課課題題でですす。。  

  

  

● 事業の優先度を踏まえた計画的な事業の実施が求められます 

今今後後、、対対応応年年数数のの比比較較的的短短いい機機械械電電気気施施設設をを中中心心ととししたた改改築築がが必必要要ととななりりまますす。。

施施設設のの改改築築ににああたたっっててはは、、国国かかららのの補補助助金金以以外外ににもも起起債債（（下下水水道道事事業業のの借借金金））をを発発

行行ししてていいまますす。。今今後後、、実実施施すするる事事業業がが多多くくななるるとと起起債債元元金金やや利利息息のの返返済済額額がが多多くくなな

りり、、町町のの経経営営をを圧圧迫迫すするる恐恐れれががあありりまますす。。今今後後とともも将将来来のの収収支支をを踏踏ままええ、、事事業業のの優優

先先度度やや必必要要性性をを着着実実にに見見極極めめななががらら適適切切なな事事業業のの執執行行をを行行うう必必要要ががあありりまますす。。  

  

  

● 事業の透明性を確保しなければなりません 

経経営営基基盤盤のの強強化化をを図図っってていいくくたためめににはは、、企企業業経経営営のの現現状状やや展展望望等等ににつついいててのの情情報報

をを作作成成・・開開示示ししななががらら住住民民のの皆皆ささままののごご理理解解ととごご協協力力のの下下にに経経営営をを進進めめるる必必要要ががああ

りりまますす。。  

アアンンケケーートト調調査査でで示示さされれたたととおおりり、、経経営営のの改改善善をを望望むむ声声がが多多いいののにに対対ししてて下下水水道道

使使用用料料をを高高いいとと感感じじてていいるる方方がが多多いい状状況況ににあありりまますす。。  

ししたたががっってて、、今今後後ははここれれままでで以以上上のの計計画画的的なな事事業業展展開開とと併併せせてて経経営営状状況況をを一一層層明明

確確化化すするるたためめにに、、下下水水道道施施設設やや将将来来のの支支払払いい義義務務とといいっったた現現金金以以外外のの変変動動をを明明ららかか

ににすするる複複式式簿簿記記をを導導入入等等、、事事業業のの透透明明性性をを確確保保しし、、住住民民のの皆皆ささままののごご理理解解ををいいたただだ

くくここととがが求求めめらられれまますす。。 
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3 章  下水道事業の現状と課題 

  33..33    下下水水道道施施設設管管理理のの現現状状とと課課題題  

  

  下下水水道道施施設設管管理理のの現現状状  
  

豊豊富富町町のの下下水水道道供供用用区区域域のの面面積積はは 114433hhaa をを整整備備ししてておおりり、、ここれれままででにに整整備備さされれたた管管

ききょょ施施設設はは総総延延長長 2266,,664444mm ににななりりまますす。。今今後後はは、、ここれれらら管管ききょょ施施設設をを適適切切にに管管理理すするるここ

ととがが必必要要ととさされれまますす。。  

管管ききょょ施施設設のの耐耐用用年年数数（（国国土土交交通通省省でで定定めめてていいるる施施設設のの耐耐用用年年数数、、以以下下、、標標準準耐耐用用

年年数数,,平平成成 1155 年年 66 月月国国都都下下事事第第 7777 号号））はは、、5500 年年ととさされれてておおりり、、今今後後 1100 年年間間でで標標準準耐耐

用用年年数数をを超超ええるる管管ききょょはは存存在在ししまませせんんがが、、整整備備後後 2200 年年～～3300 年年をを経経過過すするるとと道道路路陥陥没没等等

のの事事故故発発生生がが高高ままるるここととがが報報告告さされれてていいまますす注 1。。管管ききょょのの状状況況にに応応じじててはは、、整整備備後後、、

数数年年でで破破損損やや腐腐食食ななどどがが発発生生すするるケケーーススもも存存在在ししまますす。。  

0
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▲ 管きょ整備延長の推移 

  

ママンンホホーールル等等とと道道路路舗舗装装等等にに段段差差ががああれればば、、交交通通阻阻害害やや除除雪雪車車のの障障害害、、管管ききょょ施施設設のの破破

損損ととななるる恐恐れれががあありりまますす。。  

ここれれにに対対ししてて豊豊富富町町でではは、、平平成成 1199 年年度度よよりり管管路路ややママンンホホーールル、、公公共共桝桝ななどどのの修修繕繕をを

行行っってていいまますす。。  

  

  

  
注 1 「管路施設の計画的維持管理と財政的評価に関する調査報告書」（建設省都市局下水道部,平成 7

年 3 月）によると、一般に下水道管路施設は、供用年数の経過とともに、不明水量が増加する

ほか、整備から 20～30 年を経過すると道路陥没などの重大事故が発生する潜在的リスクが高く

なることについて示しています。 
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▼ 管きょ清掃及びテレビカメラ調査延長（平成 19 年度～平成 21 年度） 

平成19年度 平成20年度 平成21年度 合計

管きょ清掃延長(m) 2,595 2,763 2,563 7,921

カメラ調査延長（ｍ） 384 300 299 983
  

  

  

ままたた、、豊豊富富町町でではは、、最最深深積積雪雪がが 11mm をを越越ええ

るるここととががあありりまますす。。除除雪雪車車がが雪雪をを排排除除ししまますす

がが、、ここののととききにに、、ママンンホホーールル蓋蓋とと道道路路舗舗装装とと

のの段段差差ががああれればば、、ママンンホホーールル本本体体やや、、道道路路がが

損損傷傷すするる恐恐れれががあありりまますす。。  

  

  

▲舗装との段差 

写真出典：下水道用マンホールふたの維持管理マニュアル（案）（社団法人日本下水道協会,平成 12 年） 

 

ささららにに、、豊豊富富町町ににはは 33 箇箇所所ののママンンホホーールルポポンンププ所所※1 ががあありりまますす。。ママンンホホーールルポポンンププ

所所のの供供用用開開始始年年度度はは、、平平成成 1133 年年度度かからら平平成成 1155 年年度度でですす。。一一方方、、ポポンンププ設設備備のの機機械械電電気気

施施設設のの標標準準耐耐用用年年数数はは、、1155 年年ととさされれてていいまますす。。  

ししたたががっってて、、今今後後はは、、施施設設のの劣劣化化状状況況等等をを判判断断ししななががらら、、適適切切なな時時期期にに改改築築をを行行うう

必必要要ががあありりまますす。。  

  
▼ 各マンホールポンプ設備の標準耐用年数経過年 

マンホールポンプ名 供用年度 
標準耐用年数経過年数 

（15 年経過） 

NO 1 平成 13 年度 平成 27 年度 

NO 2 平成 15 年度 平成 29 年度 

NO 3 平成 15 年度 平成 29 年度 

  

  
注1 マンホールポンプ所：マンホールの中に設置されている水中ポンプのこと。下水道の

汚水は、管路の勾配を利用して処理場へと流しますが、管路が深くなりすぎると、建

設費用が高くなります。また、河川や主要道路等を横断する際に圧力をかけて汚水を

送水する必要があります。そのような場所にマンホールポンプ所を設定しています。  
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3 章  下水道事業の現状と課題 

  

豊豊富富浄浄化化セセンンタターーはは、、平平成成 1144 年年 33 月月 11 日日にに供供用用をを開開始始ししままししたた。。  

処処理理場場のの標標準準耐耐用用年年数数はは、、土土木木・・建建築築構構造造物物でで 5500 年年、、機機械械・・電電気気設設備備でで 1155 年年～～3300

年年ととさされれてていいまますすののでで、、今今後後、、施施設設のの劣劣化化状状況況にに応応じじてて特特にに機機械械・・電電気気設設備備のの改改築築がが必必

要要でですす。。そそののささいいにに下下水水道道施施設設をを予予防防保保全全的的なな管管理理にによよりり適適正正にに維維持持管管理理すするるここととはは、、

処処理理機機能能のの停停止止をを防防ぐぐととととももにに、、修修繕繕費費のの増増大大をを防防ぎぎまますす。。  

現現在在、、豊豊富富浄浄化化セセンンタターーのの点点検検をを実実施施しし、、不不具具合合ののああるる備備品品等等ににつついいててはは、、取取替替ええ

やや修修繕繕をを行行っってていいまますす。。  

  
▼ 豊富浄化センターの主要施設と構造寸法及び仕様 

主要施設名称 構造寸法及び仕様 基　数

流 入 管 渠 VU 350mm、勾配2.4‰ 1

主 ポ ン プ
型式　水中ポンプ
口径 80mm

4

水 処 理 施 設

処理方式　ｵｷｼﾃﾞｰｼｮﾝﾃﾞｨｯﾁ法
形式　循環式水路式

2

最 終 沈 殿 池
型式　円形放射流式
池径　11.6ｍ
有効水深　3.5ｍ

2

塩 素 接 触 タ ン ク

型式　矩形迂流式
水路幅　1.0m
水路長　9.5×2m
有効水深　1.0m

1

汚 泥 濃 縮 タ ン ク
型式　重力式汚泥濃縮タンク
内径　3.3m
有効水深　3.5m

1

汚 泥 脱 水 機 型式　遠心脱水機 1

3.65

3.65

3
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3
.
50

 
3
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3
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50
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0.

30
 

0.
30

 

 ＝ 16.0 

  

※参照：「豊富町特定環境保全公共下水道事業計画変更認可申請書」（豊富町,平成 22 年度） 

  



  

- 27 -

  

  
▼ 豊富浄化センターの主な修繕・点検記録（平成 14 年度～平成 21 年度） 

修理・点検内容 修理・点検内容

4月5日 給水ポンプ不具合点検 4月9日 縦軸機械式曝気装置バッフル板のリコール

4月12日 放流流量計取付板の取替 5月8日 曝気装置減速機オイル分析

3月25日 ＣＲＴ監視装置不具合対策 5月 ローターマット点検

9月1日 終末処理場の事後点検の実施 6月5日 電動シャッター部品の取り替え

10月22日 除湿器用ヒューズの交換（作業） 6月14日 中央監視制御装置（MCTUS-ASシリーズ）

12月 汚泥脱水機の運転状況 ＣＰＵボード信頼性向上対策実施願い

1月12日 遠心脱水機現場状況確認 10月3日 処理水ストレーナーの腐食配管修繕

5月10日 遠心脱水機調整運転（運転データー） 10月9日 ポンプ場制御盤の塗装作業

10月9日 活性炭交換

4月 遠心脱水機調整運転 10月30日 宗谷森林管理署前１号マンホールの有害ガス測定

9月3日 放流流量値検証 11月27日 縦軸型曝気装置/バッフル板調査

10月5日 放流流量指示不良における再調整 4月15日 自家発電機バッテリー触媒栓の取り替え作業

11月1日 自家発換気ファン連動回路機能増設 4月16日 縦軸機械式曝気装置グリス漏れ補修工事点検

4月28日 パソコン用バッテリー交換 7月8日 ＯＤ流出口角落としの納品・設置

11月15日 ＵＰＳバッテリー他更新 8月26日 処理水給水ポンプのグランドパッキン取り替え

11月29日 避雷針（突針部）変異調査 9月3日 地下ポンプ室の床排水ポンプの部品交換

12月 ひび割れ補修計画、床クラック補修 12月9日 通報装置用バッテリー取替え

3月14日 放流流量計検証 1月7日 No.1床排水ポンプ分解整備

4月2日 中央監視装置（CRT装置）修繕工事

6月6日 薬品供給ポンプ部品交換作業の報告 4月17日 灯油配管調査及び修理

9月7日 汚泥貯留槽攪拌機点検 4月21日 ＣＲＴ監視装置用UPS交換

11月20日 脱臭設備エミリネーター補修 6月16日 西1条ポンプ場No.2ポンプケーブル交換

10月2日 通報装置用バッテリー取替え

1月23日 ＦＦ温風暖房機のリコール点検 12月15日 スクリーン脱水機点検口パッキンの交換

2月6日 曝気装置減速機シール交換工事 12月15日 臭気ダクト管パッキンの交換

3月9日 停電事故、ケーブル絶縁不良調査 1月19日 No.2汚水ポンプ消耗品交換

3月9日 FF温風暖房機点検修理業務の報告 2月9日 No.2床排水ポンプ消耗品交換

H14

報告年月日

H19

H20

H21
H18

H17

H16

H15

報告年月日

  



  

  
- 28 -

3 章  下水道事業の現状と課題 

  

    住住民民意意識識調調査査  
  

管管ききょょやや処処理理場場のの適適切切なな改改築築ににつついいててはは、、””満満足足””とと回回答答さされれてていいるる世世帯帯はは約約

3399％％、、””更更にに整整備備をを希希望望””とと回回答答さされれてていいるる世世帯帯はは約約 4477％％ででししたた。。ままたた、、””興興味味なな

いい””とと回回答答さされれてていいるる世世帯帯もも約約 1133％％ととななっってていいまますす。。  

 

  

 

  

管管ききょょやや処処理理場場のの適適切切なな改改築築にに対対すするる満満足足度度（（択択一一選選択択））  

回答数

満足 138

更に整備を希望 166

興味ない 47

39.3%

47.3%

13.4% 満満足足  

更更にに改改善善をを希希望望  

興興味味なないい
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    下下水水道道施施設設管管理理にに係係るる課課題題  
  

下下水水道道施施設設管管理理にに係係るる現現状状をを踏踏ままええてて、、課課題題はは以以下下ののととおおりりでですす。。  

  

● 今後も適切な施設の点検や調査が必要です 

豊豊富富町町でではは、、ここれれままでで管管ききょょ施施設設やや公公共共桝桝、、ママンンホホーールルポポンンププ所所及及びび豊豊富富浄浄化化セセ

ンンタターーのの定定期期点点検検をを行行いい、、施施設設のの修修繕繕やや機機材材・・部部品品のの取取替替ええをを行行っっててききままししたた。。  

今今後後とともも、、良良好好なな施施設設のの運運転転をを行行ううたためめににはは、、定定期期的的にに施施設設のの点点検検をを行行ううとととともも

にに、、施施設設のの運運転転状状況況にに応応じじてて詳詳細細なな調調査査をを行行いい、、必必要要にに応応じじてて対対策策をを講講じじななけけれればばなな

りりまませせんん。。  

  

  

● 改築を踏まえた施設の管理が求められます 

劣劣化化ししたた施施設設のの修修繕繕をを繰繰りり返返しし行行っったた場場合合、、施施設設のの改改築築をを行行ううよよりり、、全全体体ととししてて

費費用用がが高高くくななるるここととががあありりまますす。。  

そそここでで、、経経済済性性・・効効率率的的管管理理のの観観点点かからら豊豊富富浄浄化化セセンンタターー及及びびママンンホホーールルポポンンププ

所所のの機機械械電電気気施施設設ににつついいててはは、、劣劣化化状状況況をを踏踏ままええつつつつ、、今今後後 1100 年年間間にに改改築築のの必必要要性性

ににつついいてて検検討討すするる必必要要ががあありりまますす。。  

特特ににここれれらら施施設設はは、、施施設設がが停停止止ししたた場場合合、、トトイイレレのの使使用用制制限限やや下下エエベベココロロベベツツ川川

ななどどのの水水質質悪悪化化のの恐恐れれががああるるたためめ、、緊緊急急時時ののたためめのの対対策策をを講講じじるる必必要要ががあありりまますす。。  

管管ききょょににつついいててはは、、破破損損やや腐腐食食等等にに留留意意ししななががらら、、今今後後増増ええてていいくく管管ききょょ情情報報をを

効効率率的的にに管管理理ししてていいくくここととがが求求めめらられれまますす。。  

 

  

  
▲ 豊富浄化センター 
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  33..44    汚汚水水処処理理のの現現状状とと課課題題  

  

    汚汚水水処処理理のの現現状状  
  

豊豊富富町町のの人人口口分分布布をを見見るるとと、、豊豊富富町町のの市市街街地地にに人人口口がが集集中中ししてていいまますす。。ここれれららのの区区

域域でではは集集合合処処理理（（公公共共下下水水道道等等のの汚汚水水をを集集めめてて一一括括処処理理すするる施施設設））にによよるる汚汚水水処処理理がが行行

わわれれてていいまますす。。  

ままたた、、兜兜沼沼西西地地区区やや稚稚咲咲内内地地区区、、温温泉泉地地区区等等でで人人口口がが多多くくななっってていいまますすがが、、合合併併処処

理理浄浄化化槽槽とと集集合合処処理理ととのの費費用用比比較較をを行行っったた結結果果、、市市街街地地以以外外でではは、、合合併併処処理理浄浄化化槽槽でで整整

備備ししたた方方がが経経済済的的にに有有利利ににななるるここととがが示示さされれままししたた。。そそここでで、、市市街街地地以以外外でではは合合併併処処理理

浄浄化化槽槽のの整整備備をを進進めめるる必必要要ががあありりまますす。。  

  

  

  

  

※ 平成 17 年国勢調査を基に地理情報システムを用いて作成 

 
【凡例】 

：1,000 人

：  500 人 

：  250 人

▲ 豊富町の人口分布図
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豊豊富富町町のの平平成成 2200 年年度度末末のの汚汚水水処処理理人人口口普普及及率率注 1 はは 8800..44%%ととななっってておおりり、、全全国国平平均均のの

8844..88%%、、全全道道平平均均 9933..11％％とと比比較較ししてて若若干干低低いい値値ととななっってていいまますす。。道道内内町町村村のの平平均均のの普普及及

率率 7777..77％％ととはは、、ほほぼぼ同同水水準準ににあありりまますす。。  
 

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

▲ 近隣市町村（宗谷管内）の汚水処理人口普及率 

参照：「市町村別汚水処理人口普及率（平成 20 年度）」（北海道）  

  

  

豊豊富富町町のの行行政政人人口口はは、、減減少少傾傾向向ににあありりまますす。。一一方方、、下下水水道道のの処処理理人人口口（（供供用用開開始始区区

域域内内人人口口））はは、、平平成成 1188 年年度度ままででのの下下水水道道管管ききょょのの整整備備にに伴伴いい増増加加ししてていいまますす。。そそれれ以以

降降はは、、行行政政人人口口とと同同様様にに減減少少にに転転じじてていいまますすがが、、減減少少のの幅幅はは行行政政人人口口とと比比較較ししてて微微減減傾傾

向向ににあありりまますす。。  

水水洗洗化化率率注 2 でではは、、7766..11％％ままでで向向上上ししてていいまますす。。ししかかしし、、水水洗洗化化率率はは全全国国平平均均（（平平成成

2200 年年度度：：9933..00％％））とと比比較較ししてて未未だだ低低いい値値ととななっってていいまますす。。  

  

  
注1 汚水処理人口普及率：行政人口に対する下水道、農業集落排水施設等、合併処理浄化

槽、コミュニティ・プラントの汚水処理施設の整備人口の比率 
注2 水洗化率：下水道の供用を開始した区域の方に対して実際に下水道への接続していた

だいている方の比率を表す  

 

  

  

全全国国平平均均  

8844..88%%  
全全道道平平均均  

9933..11%%  

80.4％ 

94.3％ 

90.8％ 

96.3％ 

85.6％ 

92.2％ 

53.8％ 

96.8％ 

78.3％ 78.3%

70.1% 22.6% 4.1%

51.8% 2.0%

76.6% 8.7% 6.9%

75.0% 10.6%

82.7% 3.3% 10.3%

38.2% 35.9% 16.7%

91.4% 2.9%

71.3% 9.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

豊富町

稚内市

猿払村

浜頓別町

中頓別町

枝幸町

礼文町

利尻町

利尻富士町

下水道 農業集落排水 漁業集落排水 個別排水処理
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0

1,200

2,400

3,600

4,800

6,000

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

人口（人）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

水洗化率（％）

行政人口 供用開始区域内人口 水洗化人口 水洗化率   
▲ 行政人口、供用開始区域内人口、水洗化人口、水洗化率の推移 

参照：「公営企業年鑑」（総務省） 

  

  

    住住民民意意識識調調査査  
  

下下水水道道やや合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの普普及及ににつついいててはは、、約約 6622％％のの世世帯帯がが””満満足足””とと回回答答さされれてて

いいまますす。。  

 

下下水水道道やや合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの普普及及にに対対すするる満満足足度度（（択択一一選選択択））  

満満足足  

更更にに整整備備をを希希望望  

興興味味なないい  

回答数

満足 238

更に整備を希望 121

興味ない 24

62.1%

31.6%

6.3%
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    汚汚水水処処理理にに係係るる課課題題  
  

汚汚水水処処理理にに係係るる現現状状をを踏踏ままええてて、、課課題題はは以以下下ののととおおりりでですす。。  

  

● 水洗化率を向上させなければなりません 

豊豊富富町町のの水水洗洗化化率率はは、、7766..11％％とと低低いい水水準準ににあありりまますす。。水水洗洗化化率率のの向向上上はは、、公公共共用用

水水域域のの水水質質保保全全やや効効率率的的なな下下水水道道経経営営上上のの観観点点かかららもも、、供供用用開開始始区区域域のの方方にに一一日日もも

早早くく下下水水道道をを接接続続すするる必必要要ががあありりまますす。。豊豊富富町町はは、、今今後後とともも水水洗洗化化率率向向上上ののたためめのの

啓啓発発活活動動をを実実施施ししななけけれればばななりりまませせんん。。  

  

  

● 下水道計画区域の早期整備が必要です  

豊豊富富町町はは、、既既にに市市街街地地でで下下水水道道をを整整備備ししてていいまますす。。平平成成 2222 年年度度にに計計画画区区域域をを見見

直直ししたたここととよよりり、、新新たたにに下下水水道道計計画画にに位位置置付付けけたた区区域域のの早早期期のの整整備備がが必必要要でですす。。  

  

  

● 豊富町全域における汚水処理施設の普及が求められます 

豊豊富富町町でではは、、未未だだ約約 22 割割のの方方がが単単独独処処理理浄浄化化槽槽やや汲汲みみ取取りり便便所所をを使使用用さされれてていいまま

すす。。  

単単独独処処理理浄浄化化槽槽はは、、台台所所等等のの雑雑排排水水をを河河川川にに垂垂れれ流流すす等等、、下下エエベベココロロベベツツ川川等等のの

水水質質汚汚染染にに繋繋ががりりまますす。。ままたた、、汲汲取取りり便便所所はは、、雑雑排排水水をを河河川川にに垂垂れれ流流すすととととももにに、、

皆皆ささままのの居居住住環環境境やや周周辺辺環環境境ににととっっててかかんんばばししくくあありりまませせんん。。今今後後はは、、トトイイレレかからら

のの汚汚水水やや雑雑排排水水をを処処理理すするる合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの設設置置をを促促ししてていいくくここととがが必必要要ととななりりまま

すす。。  

現現在在、、豊豊富富町町はは、、合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの設設置置のの促促進進をを行行っってていいまませせんん。。ししたたががっってて、、

今今後後はは、、下下水水道道計計画画区区域域外外ににおおけけるる合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの設設置置促促進進ののたためめのの方方策策ににつついい

てて検検討討ししななけけれればばななりりまませせんん。。  
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  33..55    地地震震対対策策のの現現状状とと課課題題  

  

    地地震震対対策策のの現現状状  
  

下下水水道道施施設設がが被被災災ししたた場場合合、、管管路路施施設設のの流流下下機機能能損損失失にによよるる生生活活空空間間ででのの汚汚水水のの滞滞

留留やや処処理理施施設設のの処処理理機機能能のの喪喪失失にによよるる未未処処理理下下水水のの流流出出、、及及びびここれれにに伴伴うう公公共共用用水水域域

のの水水質質汚汚染染にによよりり、、伝伝染染病病のの発発生生等等、、公公衆衆衛衛生生上上のの問問題題がが発発生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。

ささららにに、、下下水水道道施施設設のの被被災災はは、、交交通通障障害害のの発発生生、、トトイイレレのの使使用用がが不不可可能能ににななるるななどど、、

住住民民のの健健康康やや社社会会活活動動にに重重大大なな影影響響をを及及ぼぼししまますす。。  

豊豊富富町町でではは、、近近年年、、震震度度 33 よよりり大大ききなな地地震震をを観観測測ししてていいまませせんん。。ししかかしし豊豊富富町町ににはは、、

ササロロベベツツ断断層層帯帯がが存存在在ししてていいまますす。。国国のの研研究究でではは、、ここのの断断層層帯帯はは、、3300 年年以以内内にに 44％％以以

下下のの可可能能性性ででママググニニチチュューードド 77..66 程程度度のの揺揺れれをを引引きき起起ここしし、、最最大大震震度度 77 のの揺揺れれがが発発生生

すするる可可能能性性をを示示唆唆ししてていいまますす。。  

▼ 豊富町における近年の地震経歴（震度 2 以上）  

発生日時 マグニチュード 震度 震源地

平成19年8月2日11:37 M:6.4 2 サハリン西方沖

平成19年8月2日14:22 M:5.9 2 サハリン西方沖

平成19年8月2日19:37 M:5.6 2 サハリン西方沖

平成20年12月28日15:21 M:3.6 2 宗谷支庁北部

平成21年9月11日14:01 M:3.4 3 宗谷支庁北部   

参照：「地震データベース検索」（気象庁 HP）  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

参照：「北海道地域防災計画（地震防災計画編）」（北海道防災会議,平成 22 年 1 月） 

参照：「全国地震動予測地図別冊２」（文部科学省地震調査研究推進本部,平成 21 年 7 月） 

 

※ 地震要素地図は、発生源の位置によってケース①～④まで提示されている。上図は、各ケー

スの中で豊富町市街地がもっとも想定震度が大きいケースを示す。 

断層帯名 サロベツ断層帯

 地震規模(ﾏｸﾞﾆｭﾁｭｰﾄﾞ) 7.6程度

地震発生確率

30年以内 4%以下

50年以内 7%以下

100年以内 10%以下

 平均活動間隔 約4,000年-8,000年

最新活動時期 約5,100年前以後

▼ サロベツ断層帯概要

▲ サロベツ断層帯時振動予想地図

想定震度
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ささららにに、、内内閣閣府府中中央央防防災災会会議議はは、、豊豊富富町町付付近近でではは地地盤盤のの特特性性上上、、地地震震がが発発生生ししたた場場

合合はは、、比比較較的的揺揺れれややすすいい条条件件ににああるるここととをを示示ししてていいまますす。。  

    

            ▲ 地盤の揺れやすさ（10k ㎡メッシュ    

※ 参照：「表層地盤のゆれやすさ全国マップ」内閣府中央防災会議 HP  

  

下下水水道道施施設設はは都都市市のの基基幹幹施施設設ででああるるたためめ、、震震災災にによよっっててそそのの機機能能ががままひひししたた場場合合、、

住住民民にに与与ええるる影影響響がが大大ききいいでですす。。ままたた、、下下水水道道施施設設のの大大部部分分がが地地下下にに建建設設ししてていいるるたためめ、、

地地震震にによよるる被被害害がが発発生生すするるとと、、そそのの復復旧旧にに長長いい時時間間ががかかかかりりまますす。。  

国国のの下下水水道道にによよるる耐耐震震基基準準はは、、大大ききなな地地震震がが発発生生すするるたたびびにに見見直直ししさされれててききままししたた。。

ここれれままででもも，，兵兵庫庫県県南南部部地地震震のの教教訓訓をを踏踏ままええ平平成成 99 年年にに大大幅幅にに耐耐震震設設計計基基準準をを見見直直ししたた

ほほかか，，新新潟潟県県中中越越地地震震ででのの甚甚大大なな施施設設被被害害のの発発生生をを受受けけ、、平平成成 1177 年年にに下下水水道道法法施施行行令令

をを一一部部改改正正しし耐耐震震基基準準をを制制定定ししたたととこころろでですす。。  

 
 

豊富町 
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ななおお、、管管ききょょ施施設設ににつついいててはは、、平平成成 1144 年年度度にに耐耐震震診診断断をを行行いい、、重重要要なな管管路路のの設設定定やや

液液状状化化注 1 想想定定ママッッププのの作作成成しし、、既既存存施施設設のの耐耐震震能能力力をを調調査査ししままししたた。。そそのの結結果果、、全全てて

のの管管ききょょ施施設設のの耐耐震震性性能能をを満満足足しし、、安安全全ででああるるととのの結結果果をを報報告告ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

※参照：「豊富町特定環境保全公共下水道実施設計その 2 委託業務報告書」（豊富町,平成 14 年度） 

注 1液状化：地震によって地盤が一時的に液体のようになってしまう現象。 
注 2レベル 1 地震動：地震が発生する可能性は高いが、地震規模は小さい地震動。 
注 3レベル 2 地震動：地震が発生する可能性は低いが、地震規模は大きい地震動。 

▲ 液状化想定マップ（レベル 1 地震動注 2）  

▲ 液状化想定マップ（レベル 2 地震動注 3）  

 
凡凡例例
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    住住民民意意識識調調査査  
  

下下水水道道施施設設のの耐耐震震化化、、地地震震被被害害のの最最小小化化ななどどのの地地震震対対策策ににつついいててはは、、約約 5577％％のの世世帯帯

がが””更更にに整整備備をを希希望望””とと回回答答さされれてていいまますす。。  

  

 
 

  

    地地震震対対策策にに係係るる課課題題  
  

地地震震対対策策にに係係るる現現状状をを踏踏ままええてて、、課課題題はは以以下下ののととおおりりでですす。。  

  

● 二次災害及び復旧の長期化を防止しなければなりません 

下下水水道道管管路路がが地地震震被被害害にによよりり破破損損すすれればば、、流流下下能能力力のの喪喪失失だだけけででななくく、、住住民民生生活活

ににおおいいててもも甚甚大大なな支支障障をを生生じじまますす。。  

下下水水道道施施設設へへのの軽軽減減をを図図るるたためめ、、既既存存下下水水道道施施設設ににつついいててはは耐耐震震診診断断をを行行いい、、そそ

のの耐耐震震性性能能がが不不足足すするる場場合合ににはは、、必必要要度度、、緊緊急急度度にに応応じじてて適適切切なな補補強強をを行行うう耐耐震震診診

断断をを実実施施ししてていいまますす。。  

一一方方、、被被災災ししたた際際ににもも、、下下水水道道はは都都市市機機能能のの根根幹幹的的なな施施設設ででああるるたためめ、、二二次次災災害害

のの防防止止及及びび復復旧旧のの長長期期化化にによよるる住住民民生生活活へへのの悪悪影影響響をを極極力力防防止止すするるここととがが求求めめらられれ

まますす。。  

地地震震被被害害ががででききるるだだけけ軽軽減減すするるたためめにに、、耐耐震震工工事事等等ののハハーードド対対策策ののみみななららずず、、緊緊

急急時時のの連連携携やや対対応応方方策策をを整整理理ししたたソソフフトト対対策策をを講講じじるる必必要要ががあありりまますす。。  

  

下下水水道道施施設設のの耐耐震震化化、、地地震震被被害害のの最最小小化化ななどどのの地地震震対対策策にに対対すするる満満足足度度（（択択一一選選択択））  

満満足足  

更更にに整整備備をを希希望望  

興興味味なないい

回答数

満足 120

更に整備を希望 208

興味ない 35

33.1%

57.3%

9.6%
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3 章  下水道事業の現状と課題 

  

  33..66    浸浸水水対対策策のの現現状状とと課課題題  

  

    浸浸水水対対策策のの現現状状  
  

近近年年、、下下水水道道のの計計画画規規模模をを大大ききくく上上回回るる集集中中豪豪雨雨がが全全国国的的にに発発生生ししてておおりり、、豊豊富富町町にに

おおいいててもも過過去去 1100 年年間間にに 33 回回ににわわたたりり、、下下水水道道のの計計画画規規模模ででああるる 11 時時間間ああたたりり計計画画降降雨雨量量

3333mmmm//時時間間をを越越ええるる降降水水をを観観測測ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

▲ 過去 20 年間における年度別時間最大降水量 

※参照：気象庁稚内地方気象台管理豊富観測所  

  

浸浸水水はは、、河河川川のの氾氾濫濫等等のの影影響響にによよるる「「外外水水」」とと降降っったた雨雨がが下下水水道道管管路路やや道道路路側側溝溝かからら

吐吐ききききれれずずにに浸浸水水がが発発生生すするる「「内内水水」」にに分分けけららまますす。。内内水水氾氾濫濫をを防防ぐぐののはは、、下下水水道道のの役役

割割でですす。。  

ななおお、、下下水水道道にによよるる雨雨水水整整備備はは、、放放流流先先河河川川とと整整合合をを図図りりななががらら、、河河川川とと下下水水道道がが一一

体体ととななっってて関関係係機機関関がが連連携携しし浸浸水水解解消消をを図図るる必必要要ががあありりまますす。。 

豊豊富富町町でではは、、平平成成 1122 年年 1100 月月にに大大雨雨をを記記録録ししままししたた。。ここののととききにに、、道道路路側側溝溝のの排排水水不不

良良等等にによよりり町町内内でで床床下下浸浸水水やや道道路路冠冠水水がが数数箇箇所所発発生生ししてていいまますす。。  

ここれれをを踏踏ままええてて、、豊豊富富町町でではは、、下下水水道道事事業業でで管管ききょょ（（雨雨水水管管））のの整整備備をを実実施施しし、、そそのの

後後、、浸浸水水対対策策工工事事後後はは、、市市街街地地でで大大ききなな浸浸水水被被害害はは発発生生ししてていいまませせんん。。  

  

    

  

  

  

  

  
豊富町における浸水被害（整備前）  

下水道の計画規模 

（33mm/時間） 
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    住住民民意意識識調調査査  
  

浸浸水水対対策策、、道道路路冠冠水水ななどどのの解解消消ににつついいててはは、、約約 5577％％のの世世帯帯がが””更更にに整整備備をを希希望望””とと

回回答答さされれままししたた。。  

 

 
  

  

    浸浸水水対対策策にに係係るる課課題題  
  

浸浸水水対対策策にに係係るる現現状状をを踏踏ままええてて、、課課題題はは以以下下ののととおおりりでですす。。  

  

● 住民や関係機関と一体となった浸水対策が必要です 

豊豊富富町町でではは、、過過去去にに浸浸水水実実績績ががあありり、、浸浸水水対対策策のの必必要要性性がが高高いい地地区区ににつついいてて、、重重

点点的的にに整整備備をを行行っったたここととよよりり浸浸水水はは解解消消さされれてていいまますす。。  

ししかかしし、、短短時時間間にに大大量量のの雨雨水水がが流流出出すするる集集中中豪豪雨雨のの増増加加にに伴伴いい、、内内水水氾氾濫濫のの被被害害

リリススククがが増増大大すするる恐恐れれががあありりまますす。。  

近近年年のの集集中中豪豪雨雨ななどどにに対対応応すするるたためめににもも、、ハハーードド対対策策ののみみななららずず住住民民やや関関係係機機関関

がが一一体体ととななっってて浸浸水水時時のの備備ええやや非非難難所所情情報報等等をを住住民民にに公公表表すするるななどど、、日日常常かからら緊緊急急

時時にに備備ええななけけれればばななりりまませせんん。。そそののたためめににもも、、水水害害教教育育やや回回覧覧板板でで大大雨雨時時のの対対策策にに

つついいてて認認知知ししてていいたただだくくここととがが必必要要でですす。。  

  

  

  
  

 

浸浸水水対対策策、、道道路路冠冠水水ななどどのの解解消消対対すするる満満足足度度（（択択一一選選択択））  

満満足足  

更更にに整整備備をを希希望望  

興興味味なないい  

回答数

満足 141

更に整備を希望 213

興味ない 20

37.7%

57.0%

5.3%
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3 章  下水道事業の現状と課題 

  

  33..77    水水環環境境のの保保全全のの現現状状とと課課題題  

  

    水水環環境境のの保保全全のの現現状状  

  

市市街街地地をを流流れれるる下下エエベベココロロベベツツ川川等等のの中中小小河河川川はは、、ササロロベベツツ原原野野へへ流流れれてていいまますす。。

下下水水道道のの整整備備はは、、下下エエベベココロロベベツツ川川等等のの中中小小河河川川のの水水質質をを保保全全すするるととととももにに、、下下流流ののササ

ロロベベツツ原原野野のの水水環環境境のの保保全全ににととっってて重重要要なな役役割割ををももたたららししまますす。。  

豊豊富富町町でではは、、ササロロベベツツ原原野野をを中中心心ととししてて多多様様なな生生態態系系がが育育ままれれてておおりり、、「「北北海海道道レレ

ッッドドデデーータタブブッックク 22000011」」ににはは、、約約 4400 種種もものの生生物物、、植植物物がが掲掲載載さされれてていいまますす。。そそののううちち、、

水水域域とと関関係係をを持持つつ生生きき物物はは約約 3300 種種ににもも及及びびまますす。。  

  

  

絶絶滅滅危危機機種種((CCrr))  絶絶滅滅のの危危機機にに直直面面ししてていいるる種種ままたたはは亜亜種種  

絶絶滅滅危危惧惧種種（（EEnn))  絶絶滅滅のの危危機機にに瀕瀕ししてていいるる種種ままたたはは亜亜種種  

絶絶滅滅危危急急種種（（VVuu))  絶絶滅滅のの危危機機がが増増大大ししてていいるる種種ままたたはは亜亜種種  

希希少少種種((RR))  存存続続基基盤盤がが脆脆弱弱なな種種ままたたはは亜亜種種（（現現在在ののととこころろ、、上上位位ラランンククににはは該該当当ししなないいがが、、

生生息息・・生生育育条条件件のの変変化化にによよっってて容容易易にに上上位位ラランンククにに移移行行すするる要要素素をを有有すするるもものの））  

地地域域固固体体種種（（LLPP))  保保護護にに留留意意すすべべきき地地域域個個体体群群  

留留意意種種((NN))  保保護護にに留留意意すすべべきき種種ままたたはは亜亜種種（（本本道道ににおおいいててはは個個体体群群、、生生息息生生育育ととももにに

安安定定ししてておおりり特特にに絶絶滅滅ののおおそそれれははなないい））  

  

  

  

    
▲ エゾトミヨ        ▲ サジバモウセンゴケ 
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▼ 豊富町における北海道レッドデータブック掲載の生物  

分類群 和名又は学名 RDBランク 主な生息環境

オジロワシ 絶滅危惧種 (En) 河川

クマゲラ 絶滅危急種 (Vu) 森林
チュウヒ 絶滅危急種 (Vu) 草原

ミコアイサ 絶滅危急種 (Vu) 河川
ミサゴ 絶滅危急種 (Vu) 河川

アカショウビン 希少種 (R) 河川
アカモズ 希少種 (R) 農耕地

エゾライチョウ 希少種 (R) 森林
オオジシギ 希少種 (R) 湿地
コハクチョウ 希少種 (R) 河川
シノリガモ 希少種 (R) 河川
シマアオジ 希少種 (R) 河畔

ツメナガセキレイ 希少種 (R) 農耕地
ハイイロチュウヒ 希少種 (R) 草原

ヒシクイ 希少種 (R) 河川
ホウロクシギ 希少種 (R) 海域

マガン 希少種 (R) 河川
ヨタカ 希少種 (R) 森林
イトウ 絶滅危機種 (Cr) 河川

イシカリワカサギ 希少種 (R) 湿地
エゾトミヨ 希少種 (R) 湿地
エゾウグイ 留意種 (N) 河川
ハナカジカ 留意種 (N) 河川

コイチヨウラン 絶滅危惧種 (En) 森林
サジバモウセンゴケ 絶滅危惧種 (En) 湿地

イチヨウラン 絶滅危急種 (Vu) 森林
エゾノミズタデ 絶滅危急種 (Vu) 河川

オゼノサワトンボ 絶滅危急種 (Vu) 湿地
カキラン 絶滅危急種 (Vu) 湿地

キタミフクジュソウ 絶滅危急種 (Vu) 草原
サワラン 絶滅危急種 (Vu) 湿地

シロミノハリイ 絶滅危急種 (Vu) 湿地
トキソウ 絶滅危急種 (Vu) 湿地

ヒメタヌキモ 絶滅危急種 (Vu) 河川
アリドオシラン 希少種 (R) 森林
オゼコウホネ 希少種 (R) 河川

サロベツホシクサ 希少種 (R) -
タヌキモ 希少種 (R) 河川

ハルリンドウ 希少種 (R) 森林
フタバラン 希少種 (R) 森林

ホロムイリンドウ 希少種 (R) 湿地
ミズトンボ 希少種 (R) 湿地

鳥類

魚類

植物

 

※ 太字は水域に関係する生物を示す 

※参照：「北海道レッドデータブック 2001」（北海道） 
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3 章  下水道事業の現状と課題 

 

豊豊富富浄浄化化セセンンタターーのの放放流流水水質質はは、、下下水水道道法法施施行行令令第第 55 条条のの 66 のの第第 22 項項にに基基づづきき、、放放

流流先先水水域域のの状状況況等等をを考考慮慮ししてて以以下下のの計計画画放放流流水水質質注 1 基基準準をを定定めめてていいまますす。。  

  

● BOD 注 2 15mg/L 以下 

  

豊豊富富町町のの放放流流水水質質のの経経年年変変化化はは全全ててのの年年度度ににおおいいてて放放流流水水質質のの基基準準をを満満たたししてていいまま

すす。。  

ままたた、、豊豊富富浄浄化化セセンンタターーかかららのの放放流流水水はは、、鮒鮒釣釣川川をを経経てて一一級級河河川川天天塩塩川川にに流流れれてていい

まますす。。環環境境基基本本法法第第 1166 条条のの規規定定にに基基づづきき、、天天塩塩川川下下流流（（天天塩塩大大橋橋観観測測地地点点））はは、、生生活活

環環境境基基準準のの類類型型指指定定ががななさされれてていいまますす。。現現在在、、天天塩塩川川下下流流のの天天塩塩大大橋橋観観測測地地点点のの水水質質環環

境境基基準準注 3 はは、、河河川川 BB 類類型型（（BBOODD をを 33..00mmgg//LL 以以下下のの水水質質達達成成がが必必要要））ととさされれてていいまますす。。  

天天塩塩川川下下流流でではは、、近近年年のの全全ててのの年年度度でで環環境境基基準準値値をを達達成成ししてていいまますす。。  
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▲ 左：豊富浄化センターの放流水質,右：天塩川下流（天塩大橋観測地点）の水質 

※参照：「豊富浄化センター年報集計（H21 年度版）」（豊富町） 

※参照：「環境数値データベース」（国立環境研究所 HP）  

  

  

  

  
注 1 計画放流水質：下水の放流先の河川その他の公共の水域又は海域の状況等を考慮して定める処理場か

らの放流水質の上限値。 
注 2ＢＯＤ：水の汚染を表す 指標の一つ。 
注 3水質環境基準：人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準。 

  

放流水質の基準（15.0ｍｇ/L） 天塩川下流（天塩大橋観測地点）

の水質基準（3.0ｍｇ/L） 
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  住住民民意意識識調調査査  
  

下下エエベベココロロベベツツ川川等等のの河河川川やや湖湖沼沼、、海海ななどどのの水水環環境境のの保保全全ににつついいててはは、、約約 6666％％のの世世

帯帯がが””更更にに整整備備をを希希望望””とと回回答答さされれてていいまますす。。  

  

 

 
  

  

  水水環環境境のの保保全全にに係係るる課課題題  
  

水水環環境境のの保保全全にに係係るる現現状状をを踏踏ままええてて、、課課題題はは以以下下ののととおおりりでですす。。  

  

● 今後も豊富町の水環境を保全しなければなりません 

下下水水道道がが無無けけれればば、、何何のの処処理理ももさされれなないいまままま川川やや海海へへ流流さされれるるここととににななりり、、水水質質

がが悪悪化化しし、、良良好好なな水水環環境境がが失失わわれれまますす。。  

豊豊富富町町ににはは、、希希少少なな水水環環境境がが存存在在ししてておおりり、、ここのの水水環環境境をを守守りり、、次次世世代代へへ伝伝ええるる

ここととはは私私たたちちのの義義務務でですす。。下下水水道道はは、、水水環環境境のの保保全全にに資資すするる施施設設ででああるるここととかからら、、

下下水水道道ササイイドドかかららもも住住民民ああるるいいはは子子供供たたちち環環境境啓啓発発をを行行うう必必要要ががあありりまますす。。ままたた、、

ここののよよううにに良良好好なな水水環環境境のの保保全全ののたためめ中中心心的的役役割割をを果果たたすす豊豊富富浄浄化化セセンンタターーでではは常常

にに最最良良のの放放流流水水質質をを維維持持すするるたためめにに放放流流水水質質のの水水質質分分析析をを行行っってていいまますす。。  

今今後後とともも下下水水道道法法にによよりり定定めめらられれてていいるる放放流流水水のの水水質質基基準準にに適適合合すするるよよううにに運運転転

調調整整ななどどにによよるる水水質質のの管管理理にに努努めめるるととととももにに、、定定期期的的にに放放流流水水のの水水質質をを検検査査しし、、必必

要要にに応応じじてて対対応応をを図図ららななけけれればばななりりまませせんん。。  

下下エエベベココロロベベツツ川川等等のの河河川川やや湖湖沼沼、、海海ななどどのの水水環環境境のの保保全全にに対対すするる満満足足度度（（択択一一選選択択）） 

満満足足  

更更にに整整備備をを希希望望  

興興味味なないい

26.2%

65.7%

8.1%

回答数

満足 97

更に整備を希望 243

興味ない 30
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3 章  下水道事業の現状と課題 

  

  33..88    下下水水道道資資源源のの利利活活用用のの現現状状とと課課題題  

  

    下下水水道道資資源源のの利利活活用用のの現現状状  

  

平平成成 1144 年年 1122 月月にに「「ババイイオオママスス・・ニニッッ

ポポンン総総合合戦戦略略」」がが閣閣議議決決定定さされれ、、そそのの具具

体体的的なな行行動動計計画画のの中中でで「「下下水水汚汚泥泥注 1 のの有有

効効利利用用をを促促進進すするるたためめ、、情情報報ネネッットトワワーー

ククシシスステテムムのの構構築築・・下下水水汚汚泥泥処処理理総総合合計計

画画策策定定ママニニュュアアルルのの見見直直ししをを行行うう」」とといい

うう方方針針がが示示さされれままししたた。。  

下下水水汚汚泥泥はは、、量量・・質質ととももにに安安定定的的にに排排

出出さされれるるととととももにに、、リリンンやや窒窒素素をを多多くく含含

んんででいいるるたためめ、、農農作作物物へへのの肥肥料料にに適適ししてて

いいまますす。。  

そそここでで、、豊豊富富町町でではは、、豊豊富富浄浄化化セセンンタタ

ーーかからら発発生生すするる下下水水汚汚泥泥ににつついいててはは、、全全

量量をを畑畑やや牧牧草草地地へへ肥肥料料ととししてて有有効効活活用用しし

てていいまますす。。  

ままたた、、下下水水道道施施設設のの有有効効活活用用のの一一つつととししてて、、

全全国国的的ににデディィススポポーーザザーー注 2 のの導導入入をを許許可可すするる

市市町町村村がが増増ええてていいまますす。。  

そそのの際際にに、、デディィススポポーーザザーー導導入入にによよるる処処理理

施施設設等等へへのの影影響響がが懸懸念念さされれるるたためめ、、事事前前にに調調

査査をを行行ううここととがが必必要要でですす。。  

デディィススポポーーザザーーをを導導入入すするるここととにによよりり、、下下

水水道道施施設設のの有有効効活活用用、、高高齢齢化化社社会会ににおおけけるるゴゴ

ミミ出出しし労労働働のの軽軽減減ななどど利利便便性性・・快快適適性性のの向向上上

ややゴゴミミ減減量量化化、、ゴゴミミ処処理理費費用用のの減減少少等等のの効効果果

がが期期待待さされれまますす。。  
  

  

  
注 1 ディスポーザー：一般の家庭においてキッチンの排水口に取り付け、生ゴミを粉々に粉砕処理さ

せ、下水道に流下させる電化製品。 
注 2 下水汚泥：汚水に含まれた養分を微生物に食べさせ、水をきれいにした後に発生する微生物(有

機物)の固まり。 

豊富浄化センター 

畑･牧草地に配布 

▲ 豊富町の下水汚泥の利活用のイメージ 

下水汚泥をコンポスト化 

▲▲  ディスポーザー導入のイメージ 

※出典：国土交通省 HP 
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    住住民民意意識識調調査査  
  

下下水水汚汚泥泥ののリリササイイククルル（（肥肥料料ととししててのの利利用用））ににつついいててはは、、””満満足足””とと回回答答ししてていいるる

世世帯帯はは約約 4400％％、、””更更にに整整備備をを希希望望””とと回回答答ししてていいるる世世帯帯はは約約 4422％％ででほほぼぼ同同数数ででしし

たた。。””興興味味なないい””とと回回答答ししてていいるる世世帯帯もも約約 1188％％にに及及んんででいいまますす。。  

  

     

 
  

  

    下下水水道道資資源源のの利利活活用用にに係係るる課課題題  
  

下下水水道道資資源源のの利利活活用用にに係係るる現現状状をを踏踏ままええてて、、課課題題はは以以下下ののととおおりりでですす。。  

  

● 下水汚泥の肥料化の継続が求められます 

循循環環型型社社会会形形成成推推進進基基本本法法やや個個別別リリササイイククルル法法がが制制定定さされれ、、下下水水汚汚泥泥ににつついいててのの

有有効効利利用用がが求求めめらられれまますす。。現現在在、、豊豊富富浄浄化化セセンンタターーかからら発発生生すするる下下水水汚汚泥泥はは、、全全てて緑緑

農農地地へへ利利用用ししてていいまますす。。今今後後とともも、、豊豊富富町町ににおおけけるる資資源源循循環環にに資資すするるたためめににもも下下水水汚汚

泥泥のの緑緑農農地地利利用用をを継継続続すするる必必要要ががあありりまますす。。  

  

  

● 下水道施設の有効な活用が必要とされます 

処処理理人人口口はは、、人人口口減減少少がが予予測測さされれるるととととももにに、、節節水水型型家家電電のの普普及及にによよりり処処理理場場へへ

のの流流入入水水量量のの減減少少がが想想定定さされれまますす。。  

そそここでで、、今今後後はは、、今今ままでで以以上上にに下下水水道道施施設設のの有有効効的的なな活活用用がが必必要要ととさされれまますす。。  

  

39.7%

42.4%

17.9%

下下水水汚汚泥泥ののリリササイイククルル（（肥肥料料ととししててのの利利用用））にに対対すするる満満足足度度（（択択一一選選択択））  

満満足足  

更更にに整整備備をを希希望望  

興興味味なないい  

回答数

満足 144

更に整備を希望 154

興味ない 65
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3 章  下水道事業の現状と課題 

  

  44..11    取取りり組組みみ方方針針のの検検討討  

  

取取りり組組みみ方方針針はは、、豊豊富富町町のの下下水水道道整整備備にに係係るる課課題題をを勘勘案案ししたた上上でで、、第第 44 次次ままちちづづくくりり

計計画画等等ををももととにに豊豊富富町町下下水水道道事事業業のの将将来来像像をを整整理理すするるととととももにに、、国国やや都都道道府府県県にによよるる下下

水水道道政政策策のの方方向向性性かからら、、前前章章でで示示ししままししたた課課題題をを解解決決すするるたためめのの方方策策でですす。。  

  

 

  

●●  効効率率的的なな下下水水道道事事業業のの運運営営にに努努めめ、、維維持持管管理理費費用用をを低低減減ささせせるるここととがが必必要要でですす  

●●  事事業業のの優優先先度度をを踏踏ままええたた計計画画的的なな事事業業のの実実施施がが求求めめらられれまますす  

●●  事事業業のの透透明明性性をを確確保保ししななけけれればばななりりまませせんん  

  

●●  今今後後もも適適切切なな施施設設のの点点検検やや調調査査がが必必要要でですす  

●●  改改築築をを踏踏ままええたた施施設設のの管管理理がが求求めめらられれまますす  

  

●●  水水洗洗化化率率をを向向上上ささせせななけけれればばななりりまませせんん  

●●  下下水水道道計計画画区区域域のの早早期期整整備備がが必必要要でですす    

●●  豊豊富富町町全全域域ににおおけけるる汚汚水水処処理理施施設設のの普普及及がが求求めめらられれまますす  

  

●●  二二次次災災害害及及びび復復旧旧のの長長期期化化をを防防止止ししななけけれればばななりりまませせんん  

  

●●  住住民民やや関関係係機機関関とと一一体体ととななっったた浸浸水水対対策策がが必必要要でですす  

  

●●  今今後後もも豊豊富富町町のの水水環環境境をを保保全全ししななけけれればばななりりまませせんん  

  

●●  下下水水汚汚泥泥のの肥肥料料化化のの継継続続がが求求めめらられれまますす  

●●  下下水水道道施施設設のの有有効効なな活活用用がが必必要要ととさされれまますす  

①下水道経営に係る課題 

豊 富 町 の 下 水 道 事 業 が 抱 え る 課 題 

②下水道施設管理に係る課題 

③汚水処理に係る課題 

④地震対策に係る課題 

⑤浸水対策に係る課題 

⑥水環境の保全に係る課題 

⑦下水道資源の利活用に係る課題 

4 章 取り組み方針の検討 
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    課題に対する施策 

 

施施 策策 のの 展展 開開 方方 針針  

①下水道経営の推進方針
● 効率的な事業の展開
● 計画的な事業の実施
● 事業の透明性の確保

・民間活力を活かした維持管理
・事業の透明性の確保
・使用料金の適正化

②下水道施設管理の推進方針

● 適切な施設管理の実施
● 計画的な改築・更新の実施

・計画的な改築・更新の実施
・下水道施設の効率的管理
・省エネルギー化の推進

③汚水処理の推進方針

● 衛生環境の改善
・水洗化率の向上
・工場立地予定区域の整備
・豊富町全域における汚水処理施設の普及

④地震対策の推進方針

● 減災対策の促進 ・関係機関との連携

⑤浸水対策の推進方針

● 減災対策の促進
・自助、共助、公助の促進
・関係機関との連携

⑥水環境の保全の推進方針

● 水環境保全の継続的活動の実施
・良好な放流水質の維持
・水環境の保全に係る環境啓発活動の実施

⑦下水道資源の利活用の推進方針
● 下水道資源の利活用の継続
● 施設の有効的な活用の促進

・下水汚泥の利活用の継続
・ディスポーザー導入許可の検討
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5 章  具体的な施策の検討 

  55..11    下下水水道道経経営営のの具具体体的的なな施施策策  

  

  

    下下水水道道経経営営にに係係るる施施策策のの展展開開方方針針  

  

豊豊富富町町でではは人人口口減減少少にに伴伴いい、、皆皆ささままががおお使使いいににななるる下下水水道道のの使使用用水水量量がが減減少少すするるこことと

がが想想定定さされれまますす。。ここれれにによよっってて、、下下水水道道使使用用料料収収入入がが減減少少すするるここととがが考考ええらられれまますす。。  

皆皆ささままかかららのの下下水水道道使使用用料料ががよよりり効効率率的的にに活活用用ででききるるよよううにに、、維維持持管管理理ココスストトのの縮縮減減

をを行行ううととととももにに、、事事業業のの透透明明性性をを確確保保しし、、下下水水道道事事業業にに関関すするるごご理理解解ををいいたただだけけるるよようう

にに努努めめまますす。。ままたた、、使使用用料料体体系系をを見見直直すすここととでで皆皆ささままにに公公平平ななごご負負担担ををいいたただだくくよよううにに

致致ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    民民間間活活力力をを活活かかししたた維維持持管管理理  

  

下下水水道道管管理理者者ででああるる豊豊富富町町はは、、下下水水道道のの整整備備かからら管管理理にに至至るるままでで広広範範囲囲なな責責任任ががああ

りりまますす。。よよっってて、、全全ててのの分分野野をを民民間間にに委委ねねるるここととはは難難ししいいでですすがが、、官官とと民民ががそそれれぞぞれれのの

特特性性をを活活かかしし、、可可能能なな限限りり連連携携ししてて下下水水道道事事業業をを担担っってていいくくここととをを重重要要とと考考ええてておおりりまま

すす。。  

ここれれままでで豊豊富富浄浄化化セセンンタターーでではは、、運運転転監監視視業業務務、、維維持持修修繕繕業業務務、、水水質質検検査査業業務務ななどど

ににつついいてて民民間間委委託託をを進進めめてていいまますす。。  

今今後後もも更更ななるる業業務務のの効効率率化化にに努努めめるるととととももにに、、現現在在行行っってていいるる民民間間委委託託のの効効果果をを検検

証証ししたたううええでで今今後後のの委委託託のの在在りり方方をを検検討討しし、、事事業業運運営営上上、、民民間間委委託託がが有有利利とと判判断断さされれるる

業業務務ににつついいててはは、、民民間間委委託託をを進進めめるる必必要要ががあありりまますす。。ななおお、、民民間間委委託託ににああたたっっててはは民民間間

事事業業者者のの創創意意工工夫夫をを活活かかしし、、事事業業のの効効率率化化ををははかかるるたためめ、、包包括括的的民民間間委委託託ななどどににつついいてて

検検討討ししまますす。。  

5 章 具体的な施策の検討 

　● 効率的な事業の展開
　● 計画的な事業の実施
　● 事業の透明性の確保

　・民間活力を活かした維持管理
　・事業の透明性の確保
　・使用料金の適正化
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包包括括的的民民間間委委託託はは、、『『民民間間事事業業者者がが施施設設をを適適切切にに運運転転しし、、一一定定のの要要求求水水準準（（性性能能要要

件件））をを満満足足すするる条条件件でで、、下下水水処処理理場場のの運運転転・・維維持持管管理理ににつついいてて民民間間事事業業者者（（受受託託者者））のの

裁裁量量にに任任せせるる』』とといいうう性性能能発発注注のの考考ええ方方にに基基づづくく委委託託でですす。。包包括括的的民民間間委委託託はは、、内内容容にに

よよりりレレベベルル 11 かかららレレベベルル 33 にに分分類類さされれまますす。。  

  

  

  

  

  

● 性能発注レベル 

レベル 1：維持管理の性能発注 

レベル 2：維持管理、ユーティリティ（ユーティリティ：電力・燃料、薬品など）管理を併せた性能発注 

レベル 3：維持管理、ユーティリティ管理、補修を併せた性能発注 

  

  

  

  
▲ 性能発注とコスト縮減のイメージ 
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5 章  具体的な施策の検討 

  

  

    事事業業のの透透明明性性のの確確保保  

  

豊豊富富町町でではは、、建建設設のの段段階階かからら管管理理運運営営のの段段階階へへとと移移行行ししてていいるるととととももにに、、町町財財政政全全

体体にに占占めめるる下下水水道道事事業業のの負負担担のの割割合合がが大大ききいいここととかからら、、事事業業経経営営のの健健全全化化をを確確保保すするるとと

ととももにに、、経経営営基基盤盤のの強強化化をを図図るるここととがが必必要要ととななっってていいまますす。。  

ままたた、、行行政政改改革革大大綱綱（（平平成成 1188 年年 66 月月 1166 日日一一部部改改正正））ににおおいいててもも、、下下水水道道事事業業等等のの

公公営営企企業業のの地地方方公公営営企企業業法法適適用用のの推推進進がが明明記記さされれてていいまますす。。  

近近年年、、本本格格的的なな経経営営（（維維持持管管理理中中心心））のの時時代代をを迎迎ええつつつつああるるこことと、、住住民民へへのの説説明明責責

任任がが望望ままれれてていいるるこことと、、総総務務省省へへのの財財務務諸諸表表のの提提出出がが求求めめらられれてていいるるこことと等等をを背背景景にに地地

方方公公営営企企業業会会計計へへ移移行行すするる事事業業体体はは年年々々増増加加傾傾向向ににあありりまますす。。  

豊豊富富町町ににおおいいててもも将将来来的的ににはは、、地地方方公公営営企企業業法法のの財財務務規規定定等等のの適適用用をを行行いい、、建建設設にに

係係るる経経理理とと管管理理運運営営にに係係るる経経理理のの分分離離等等にによよっってて、、事事業業のの経経営営状状況況やや財財政政状状況況をを明明確確にに

ししまますす。。  

  

  

    使使用用料料金金のの適適正正化化  

  

豊豊富富町町のの維維持持管管理理費費にに係係るる経経費費回回収収率率はは、、66 割割程程度度でであありり、、必必要要ととななるる経経費費のの半半分分程程

度度ししかか回回収収ででききてていいなないい現現状状ににあありりまますす。。ままたた、、今今後後、、人人口口減減少少やや節節水水型型社社会会のの進進展展なな

どどにによよりり下下水水道道使使用用料料収収入入のの大大幅幅なな増増加加はは期期待待ででききまませせんん。。  

そそここでで、、今今後後 1100 年年間間にに維維持持管管理理費費にに係係るる経経費費回回収収率率をを向向上上ささせせるるよよううなな施施策策をを検検討討

すするる必必要要ががあありりまますす。。  

使使用用料料改改定定でではは、、使使用用料料金金のの値値上上げげやや値値下下げげだだけけででななくく、、住住民民やや企企業業負負担担をを勘勘案案ししたた

逓逓増増性性のの改改定定ななどどもも加加味味ししてて下下水水道道使使用用料料金金のの適適正正化化にに取取りり組組みみまますす。。  

  

現行の料金体系：8 までは一定額、それ以降は1 ごとに加算

改定案1：使用水量に応じて料金を一律加算

改定案2：水量区分ごとに料金細かく加算

  

▲ 下水道使用料体系の改定のイメージ 

使
用
料
金 

使用水量 

現行の料金体系：10 までは一定額、それ以降は1 ごとに加算

改定案1：使用水量に応じて料金を一律加算

改定案2：水量区分ごとに料金細かく加算
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  55..22    下下水水道道施施設設管管理理のの具具体体的的なな施施策策  

  

    下下水水道道施施設設管管理理にに係係るる施施策策のの展展開開方方針針  

  

下下水水道道ににはは、、適適切切なな施施設設管管理理とと計計画画的的なな改改築築がが求求めめらられれまますす。。  

今今後後とともも下下水水道道のの機機能能のの安安定定的的利利用用とと機機能能のの向向上上をを目目指指ししてて、、定定期期的的なな診診断断やや補補修修、、

施施設設のの延延命命化化やや改改築築をを適適切切にに実実施施ししまますす。。  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

    計計画画的的なな改改築築のの実実施施  

  

下下水水道道施施設設のの計計画画的的なな改改築築ににつついいててはは、、施施設設のの状状態態をを十十分分にに把把握握しし、、ここれれららのの有有すするる

機機能能のの確確保保、、施施設設がが効効率率的的にに機機能能すするる期期間間のの延延長長、、他他のの施施設設へへのの悪悪影影響響のの防防止止、、及及びび他他

工工事事にによよるる施施設設のの損損傷傷をを防防止止すするるたためめにに有有効効なな対対策策ををととららななくくててははななりりまませせんん。。  

よよっってて、、下下水水道道施施設設のの維維持持管管理理はは、、施施設設のの状状態態をを十十分分にに把把握握しし、、下下記記のの条条件件をを勘勘案案しし

てて計計画画的的維維持持管管理理をを実実施施すするるここととがが必必要要でですす。。  

  

  

①①  下下水水道道のの施施設設スストトッックク（（資資産産））はは膨膨大大でであありり、、今今後後ののササーービビスス水水準準をを落落ととすすこことと

ななくく、、継継続続ししてて社社会会活活動動にに貢貢献献すするる必必要要ががああるる  

②②  限限らられれたた厳厳ししいい財財政政状状況況のの下下でで、、よよりり効効率率的的（（有有効効なな資資産産及及びび資資金金活活用用））且且つつ効効

果果的的（（ササーービビスス水水準準のの保保持持））なな事事業業（（計計画画・・設設計計・・維維持持管管理理））展展開開がが求求めめらられれてて

いいるる  

③③  豊豊富富町町独独自自のの地地域域特特性性をを考考慮慮ししたた事事業業展展開開がが必必要要  

④④  財財政政的的裏裏付付けけのの必必要要性性（（新新たたなな財財源源確確保保のの仕仕組組みみやや手手段段がが必必要要））  

  

  

議題に対する施策 施策の展開方針

　● 適切な施設管理の実施
　● 計画的な改築・更新の実施

　・計画的な改築・更新の実施
　・下水道施設の効率的管理
　・省エネルギー化の推進
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5 章  具体的な施策の検討 

  

  

そそここでで、、豊豊富富町町でではは、、中中長長期期的的なな経経営営計計画画をを加加味味しし、、費費用用対対効効果果やや緊緊急急度度をを考考慮慮ししたた

長長寿寿命命化化計計画画をを策策定定ししまますす。。  

  

長長寿寿命命化化計計画画はは、、ラライイフフササイイククルルのの視視点点でで建建設設計計画画、、改改築築計計画画とと維維持持管管理理計計画画のの一一体体

化化、、中中長長期期的的なな投投資資判判断断、、「「発発生生対対応応型型」」かからら「「予予防防保保全全型型」」へへのの転転換換のの視視点点ののももとと、、

現現状状のの施施設設のの劣劣化化状状況況をを踏踏ままええたたううええでで、、費費用用対対効効果果やや緊緊急急度度をを十十分分にに考考慮慮ししたた事事業業選選

択択にによよるる計計画画的的なな改改築築計計画画をを策策定定しし、、事事故故のの事事前前防防止止、、ラライイフフササイイククルルココスストトのの最最小小化化

をを図図るるももののでですす。。改改築築のの投投資資ににはは、、中中長長期期的的なな経経営営計計画画をを策策定定しし、、費費用用対対効効果果やや緊緊急急度度

をを十十分分にに考考慮慮ししたた計計画画的的なな施施設設整整備備をを進進めめるる必必要要ががあありりまますす。。  

ままたた、、投投資資時時期期をを「「標標準準的的耐耐用用年年数数※※11 でで更更新新」」ででははななくく、、「「経経済済的的耐耐用用年年数数※※22 でで更更

新新」」すするるここととにによよりり事事業業量量をを平平準準化化しし、、ラライイフフササイイククルルココスストトをを低低減減ささせせまますす。。  

今今後後はは、、長長寿寿命命化化計計画画をを策策定定しし、、計計画画的的なな改改築築にに努努めめまますす。。  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

▲ 予防保全型と発生対応型のイメージ 

  

  
※1 標準的耐用年数：通常の条件下で適切な維持が行われている場合の標準的な耐用年数 

※2 経済的耐用年数：下水道施設が経済的に使用可能と予測できる年数 

  

延延命命化化をを考考慮慮ししたた計計画画的的なな  

管管理理（（予予防防保保全全型型））  

従従来来のの管管理理（（発発生生対対応応型型））  
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標標準準的的耐耐用用年年数数ををももととににししたた機機器器

のの改改築築事事業業費費のの推推移移とと予予測測  

  

⇒⇒改改築築時時にに多多額額のの資資本本費費がが必必要要とと

ななるる。。  

  

  

  

  

  

経経済済的的耐耐用用年年数数をを用用いいてて平平準準化化しし

たた場場合合のの機機器器のの改改築築事事業業費費のの推推移移

とと予予測測  

  

⇒⇒事事業業量量がが平平準準化化しし、、ラライイフフササイイクク

ルルココスストトをを大大幅幅にに低低減減さされれるる。。  

  

  

  

  

 

※イメージ図出典：国土交通省 HP 

▲ 標準的耐用年数をもとにした改築事業費のイメージ 

▲ 経済的耐用年数をもとにして平準化した改築事業費のイメージ 
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5 章  具体的な施策の検討 

  

  

管管ききょょ施施設設のの長長寿寿命命化化計計画画のの策策定定  

  

豊豊富富町町のの管管路路施施設設のの管管ききょょ延延長長はは、、2266..66kkmm（（平平成成 2222 年年度度現現在在））でであありり、、今今後後 1100 年年間間以以

内内にに敷敷設設かからら 2200 年年かからら 3300 年年をを経経過過すするる管管ききょょがが発発生生ししまますす。。全全国国的的ににはは管管路路施施設設のの老老朽朽

化化にに起起因因ししたた道道路路陥陥没没事事故故がが増増加加傾傾向向ににあありり、、事事故故発発生生後後対対策策でではは、、道道路路機機能能のの損損失失ばばかか

りりででななくく、、ココスストト的的ににもも不不経経済済ととななりりまますす。。  

よよっってて、、将将来来的的ににはは、、道道路路陥陥没没等等のの事事故故のの防防止止、、ラライイフフササイイククルルのの最最小小化化をを図図るるここととをを

目目的的にに、、今今後後、、管管ききょょ施施設設のの健健全全度度にに関関すするる点点検検・・調調査査をを実実施施ししまますす。。  

具具体体的的ににはは、、整整備備経経過過年年数数やや重重要要度度をを踏踏ままええてて検検討討対対象象区区域域やや路路線線をを勘勘案案しし、、汚汚水水管管きき

ょょのの主主要要なな幹幹線線（（2200hhaa 以以上上のの面面積積をを受受けけ持持つつ管管ききょょ））にに対対ししてて、、調調査査をを行行いい、、腐腐食食やや破破

損損状状況況をを調調査査ししまますす。。調調査査判判定定でではは、、詳詳細細調調査査のの結結果果をを踏踏ままええてて、、ままずずススパパンン単単位位のの対対策策

がが必必要要ででああるるかかをを判判断断しし、、長長寿寿命命化化のの検検討討をを行行いいまますす。。対対策策ににつついいててはは、、経経済済比比較較以以外外でで

のの観観点点もも含含めめてて、、総総合合的的にに勘勘案案しし決決定定ししまますす。。  

ままたた、、ママンンホホーールルににつついいててもも、、住住民民がが安安心心ししてて暮暮ららししてていいくくたためめにに、、ススリリッッププ対対策策ははもも

ととよよりり、、路路面面ととのの段段差差ももななくくすすたためめ、、調調査査及及びび工工事事をを実実施施ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

▲ テレビカメラ調査（例）
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処処理理場場施施設設のの長長寿寿命命化化計計画画のの策策定定  

  

処処理理場場施施設設はは、、汚汚水水やや汚汚泥泥をを処処理理すするるたためめ設設置置環環境境がが厳厳ししくく、、破破損損やや腐腐食食ししややすすいい環環

境境ににあありりまますす。。よよっってて、、最最適適なな時時期期にに設設備備更更新新ををししなないいとと、、維維持持費費用用だだけけががかかささみみ、、設設

備備機機能能はは低低下下すするるととととももにに、、設設備備がが老老朽朽化化ししたた機機器器がが多多いい処処理理場場･･ポポンンププ所所でではは様様々々なな

水水処処理理弊弊害害がが発発生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。  

将将来来ににわわたたりり、、事事業業をを継継続続ししてていいくくたためめににはは、、適適切切なな施施設設整整備備（（改改築築））とと健健全全なな経経営営

をを両両立立ささせせるる必必要要ががあありりまますす。。  

今今後後はは、、中中長長期期的的なな経経営営計計画画をを基基にに費費用用対対効効果果やや緊緊急急度度をを十十分分にに考考慮慮ししたた事事業業選選択択にに

よよるる計計画画的的なな施施設設整整備備をを実実施施すするるととととももにに、、事事故故のの事事前前防防止止、、ラライイフフササイイククルルココスストトのの

最最小小化化をを図図りり、、施施設設のの適適切切なな維維持持管管理理をを行行っってていいききまますす。。  

今今後後 1100 年年間間ににおおいいててはは、、中中央央監監視視装装置置,,CCRRTT 装装置置のの機機械械電電気気設設備備ににつついいてて改改築築をを踏踏まま

ええたた長長寿寿命命化化計計画画をを検検討討致致ししまますす。。    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

▲ 電気設備（例） 
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5 章  具体的な施策の検討 

  

  

    下下水水道道施施設設のの効効率率的的管管理理  

  

現現在在、、豊豊富富町町のの処処理理場場のの台台帳帳はは、、

紙紙にによよっってて整整理理さされれてていいまますす。。ままたた、、

管管ききょょのの台台帳帳はは、、電電子子化化さされれてていいまま

すすがが、、ここれれをを改改良良すするるここととにによよりり、、

保保守守点点検検業業務務やや運運転転管管理理業業務務、、資資産産

管管理理業業務務支支援援へへのの拡拡張張・・発発展展がが容容易易

ととななりりまますす。。  

ままたた、、設設備備のの保保守守点点検検計計画画のの管管理理

かからら日日々々のの点点検検・・修修繕繕業業務務ををデデーータタ

ベベーースス化化ししたたシシスステテムムにに転転換換すするるここ

ととにによよりり、、単単にに修修繕繕やや故故障障のの結結果果のの

みみをを管管理理すするるののででははななくく、、定定期期的的なな

点点検検情情報報をを踏踏ままええてて修修繕繕やや故故障障のの原原

因因をを分分析析しし、、日日常常のの施施設設管管理理へへフフィィ

ーードドババッッククささせせるるここととでで、、計計画画的的なな

施施設設のの点点検検とと修修繕繕管管理理、、管管理理レレベベルル

のの向向上上をを図図りりまますす。。  

  

  

  

      

▲ 左：管きょ施設台帳の電子化イメージ 右：処理施設台帳の電子化イメージ  

  

▲ 下水道台帳効率化
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    省省エエネネルルギギーー化化のの推推進進  

  

豊豊富富浄浄化化セセンンタターーでではは、、年年間間 225522 千千 kkWWhh//年年のの電電力力をを使使用用ししてていいまますす（（平平成成 2200 年年度度現現

在在））。。  

近近年年、、「「エエネネルルギギーー使使用用のの合合理理化化にに関関すするる法法律律」」にに基基づづきき、、改改築築時時ににおおいいててはは積積極極的的

なな省省エエネネルルギギーー対対策策やや機機能能高高度度化化をを進進めめるるここととがが求求めめらられれてていいまますす。。  

そそここでで、、豊豊富富町町でではは、、既既にに省省エエネネルルギギーー化化にに取取りり組組んんででいいまますすがが、、今今後後もも継継続続ししてて日日

常常ににおおけけるる維維持持管管理理ににおおいいててもも省省エエネネルルギギーー対対策策にに取取りり組組むむととととももにに、、機機器器のの更更新新のの際際

ににはは省省電電力力機機器器をを導導入入すするるここととでで、、下下水水道道維維持持費費のの軽軽減減をを図図りり、、低低炭炭素素社社会会のの構構築築へへ貢貢

献献ししまますす。。  

▼ 豊富浄化センターにおける省エネルギー化の推進施策  

施設設計・機器選定
・運転管理

具体的対策
施設設計・機器選定

・運転管理
具体的対策

ポンプの自動制御による水量の適正化 切り替えに伴う運転時間の短縮

待機運転時間の短縮 前処理における薬注制御

揚水ポンプの高水位運転 凝集剤添加における固形分比例制御

電動機の速度制御方式の選定 脱水汚泥の低含水率化

高効率機器の導入 省エネ型電動機の導入 機械脱水動力の低減

適正なポンプ型式の
選定

定速・可変速ポンプの組み合わせ 換気設備の効率運用

汚水調整池（クッショ
ンタンク）の導入

汚水調整池（クッションタンク）の導入 運転時間の短縮

自動間欠運転化 省エネ型空調機の導入

汚泥引抜きポンプの運転回数の削減 きめ細かな温度制御・風量制御の導入

スカム捕捉効率の向上 未利用エネルギーの有効活用

高効率機器の導入 省エネ型掻き寄せ機の導入 高効率照明の導入

返送汚泥ポンプ、余剰汚泥ポンプの回転
数制御

自動点滅器の設置

消泡設備等における間欠運転、運転休
止

回路の効果的な分割

送風機 運転方法の改善 送風量の適正化 局部照明への改修

運転方法の改善 過大な塩素注入の防止 細かな消灯や照明器具の間引き

高効率機器の導入 紫外線消毒におけるランプの選定 脱臭空気量の低減

その他
汚泥の引抜き濃度の
調整

汚泥の引抜き濃度の調整 脱臭ファンの間欠運転、回転数制御

濃縮性の向上 効率的な変圧器の使用

固形物回収率の向上 不必要負荷の停止

凝集剤の注入 非常用発電機の保安運転の効率的運用

高効率機器の導入 省エネ型濃縮機の導入 受電設備の改善 電力率改善による損失の低減

そ
の
他
設
備

建築物の動力
･照明設備

換気設備の運転方
法の改善

空調設備の運転方
法の改善、
高効率空調機の導
入

照明設備の運転方
法の改善、
高効率照明の導入

脱臭設備 運転方法の改善

電源設備

運転方法等の改善、
高効率機器の導入

汚
泥
処
理
設
備

汚泥脱水設備

運転方法の改善

高効率機器の導入

汚
泥
処
理

設
備

汚泥濃縮
設備

運転方法の改善

処理プロセス等

水
処
理
設
備

最終沈殿
池設備

運転方法の改善

反応タンク 運転方法の改善

消毒設備

処理プロセス等

ポ
ン
プ
設
備

主ポンプ設
備

運転方法の改善

  

  

※ 「下水道分野の省エネ・創エネ対策に関する技術情報データベース（案）」（国土

交通省）を参考に豊富浄化センター内の施設を踏まえて作成。 
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5 章  具体的な施策の検討 

  

  55..33    汚汚水水処処理理のの具具体体的的なな施施策策  

  

    汚汚水水処処理理にに係係るる施施策策のの展展開開方方針針  

  

下下水水道道のの役役割割にに周周辺辺環環境境のの改改善善ががあありりまますす。。ここれれはは、、トトイイレレがが水水洗洗化化すするるここととにによよっっ

てて、、蚊蚊ややハハエエのの発発生生のの減減少少、、悪悪臭臭のの発発生生がが防防げげるるここととでで衛衛生生環環境境をを改改善善すするるとといいううもものの

でですす。。  

豊豊富富町町でではは、、衛衛生生環環境境のの改改善善をを更更にに推推進進すするるたためめにに、、下下水水道道接接続続のの啓啓発発活活動動やや、、工工場場

立立地地予予定定地地区区のの整整備備、、豊豊富富町町全全域域ににおおけけるる汚汚水水処処理理施施設設のの普普及及にに努努めめまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    水水洗洗化化率率のの向向上上  

  

現現在在、、豊豊富富町町でではは、、水水洗洗化化率率のの向向上上ののたためめにに水水洗洗化化にに必必要要なな宅宅内内のの改改造造工工事事ににつついいてて

無無利利息息のの貸貸付付制制度度をを設設けけてていいまますす。。今今後後ももここののよよううなな制制度度をを利利用用ししななががらら下下水水道道接接続続やや

合合併併処処理理浄浄化化槽槽へへのの改改造造のの啓啓発発活活動動をを行行いいまますす。。  

  

▼ 水洗化等改造資金貸付制度（平成 22 年度現在） 

貸付項目
水洗トイレと

排水設備の改造
排水設備のみの改造 排水設備のみの改造

貸付対象の
工事内容

トイレ1基と
排水設備の改造

トイレ2基と
排水設備の改造

排水設備の改造と
浄化槽の廃止

貸付限度額 70万円 110万円 30万円

返済期間　

返済方法

返済利息 利息のみ豊富町が負担します。

元金均等月賦払い（貸付のあった翌月から）

60ヶ月以内

　● 衛生環境の改善
　・水洗化率の向上
　・工場立地予定区域の整備
　・豊富町全域における汚水処理施設の普及
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ままたた、、水水洗洗化化率率のの向向上上ににはは、、下下水水道道事事業業のの仕仕組組みみ（（下下水水道道使使用用料料やや接接続続義義務務ななどど））やや

下下水水道道のの必必要要性性（（水水質質のの保保全全効効果果ななどど））をを皆皆ささままにに知知っってていいたただだきき、、下下水水道道事事業業のの理理解解

をを得得るるここととがが重重要要とと考考ええてておおりりまますす。。  

具具体体的的ににはは、、パパンンフフレレッットトややホホーームムペペーージジ、、広広報報紙紙、、戸戸別別訪訪問問等等ででのの周周知知等等をを活活用用しし、、

下下水水道道事事業業ののごご理理解解ををいいたただだけけるるよよううにに努努力力いいたたししまますす。。  

今今回回のの下下水水道道アアンンケケーートトでではは、、約約 5522..77％％もものの方方がが下下水水道道にに関関すするる情情報報のの提提供供ををささららにに

改改善善すするるここととをを望望んんででいいままししたた。。今今後後はは、、下下水水道道ののパパンンフフレレッットトややホホーームムペペーージジををリリニニ

ュューーアアルルしし、、皆皆ささままにによよりり分分かかりり易易くく下下水水道道をを紹紹介介いいたたししまますす。。  

  

  

  

    工工場場立立地地予予定定区区域域のの整整備備  

  

豊豊富富ババイイパパスス付付近近にに工工場場がが新新たたななにに建建設設さされれるるここととがが計計画画さされれてていいまますす。。現現在在、、ここのの

区区域域ににつついいててはは、、下下水水道道はは整整備備さされれてていいまませせんん。。  

そそここでで、、平平成成 2244 年年度度ままででにに下下記記のの箇箇所所ににつついいてて汚汚水水管管ききょょのの整整備備をを行行いいまますす。。  

  

  

▲ 工場立地予定区域の管きょ整備予定位置図    

ここのの区区間間のの管管渠渠整整備備をを  

今今後後 22 年年以以内内にに実実施施ししまますす。。  
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5 章  具体的な施策の検討 

  

  

    豊豊富富町町全全域域ににおおけけるる汚汚水水処処理理施施設設のの普普及及  

  

豊豊富富町町のの汚汚水水処処理理人人口口普普及及率率はは 8800..44％％でで、、全全道道平平均均をを下下回回っってていいまますす。。良良好好なな水水環環境境

をを保保全全すするるたためめににはは、、全全町町域域ににおおけけるる汚汚水水処処理理施施設設のの普普及及がが必必要要でですす。。現現在在、、豊豊富富町町はは、、

市市街街地地でで公公共共下下水水道道をを整整備備ししてていいまますすがが、、市市街街地地以以外外でではは合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの整整備備をを進進めめ

るる必必要要ががあありりまますす。。  

  

  

公共下水道整備区域 合併処理浄化槽の設置の推進区域

⇒人口が集中している区域 ⇒人口がまばらな地域
  

▲ 公共下水道と合併処理浄化槽の区域のイメージ 

  

ままたた、、現現在在はは、、合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの計計画画的的なな整整備備をを行行っってていいまませせんんがが、、豊豊富富町町はは、、今今後後、、

下下水水道道区区域域外外ににおおいいてて合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの設設置置をを推推進進すするるたためめのの事事業業をを実実施施ししまますす。。  

合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの設設置置のの推推進進すするるたためめのの事事業業はは、、主主にに以以下下のの 33 事事業業ががあありりまますす。。今今後後

はは、、事事業業内内容容やや豊豊富富町町のの財財政政状状況況をを踏踏ままええななががらら整整備備事事業業のの選選定定をを行行いいまますす。。  

  

  浄化槽設置整備事業   

雑雑排排水水対対策策をを促促進進すするる必必要要ががああるる区区域域ににおおいいてて、、計計画画的的なな浄浄化化槽槽のの整整備備をを図図るるたためめ、、

豊豊富富町町がが設設置置、、ままたたはは改改築築にに要要すするる費費用用をを助助成成すするる事事業業  

  

  浄化槽市町村整備推進事業  

生生活活排排水水処処理理をを緊緊急急的的にに促促進進すするる必必要要ががああるる区区域域ににおおいいてて、、計計画画的的なな浄浄化化槽槽のの整整備備

をを図図るるたためめ、、豊豊富富町町がが主主体体ととななっってて整整備備費費用用をを助助成成すするる事事業業  

 

  個別排水処理施設整備事業  

生生活活雑雑排排水水等等のの適適正正なな処処理理のの促促進進をを図図るるたためめ、、豊豊富富町町がが主主体体ととななっってて合合併併処処理理浄浄化化

槽槽のの設設置置とと管管理理をを行行うう事事業業でで、、使使用用者者ににはは使使用用料料ををごご負負担担いいたただだくく事事業業  
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▼ 浄化槽設置の補助制度  

・ ①

・ ②

① 補助率 ： 基準額×1/3 ① 補助率 ： 基準額×1/3

② 補助対象範囲 ② 補助対象範囲

5 人槽 ： (千円) 5 人槽 ： (千円)

6 ～ 7 ： (千円) 6 ～ 7 ： (千円)
8 ～ 10 ： (千円) 8 ～ 10 ： (千円)

11 ～ 20 ： (千円) 11 ～ 15 ： (千円)
21 ～ 30 ： (千円) 16 ～ 20 ： (千円)
31 ～ 50 ： (千円) 21 ～ 25 ： (千円)

51 人～ ： (千円) 26 ～ 30 ： (千円)
31 ～ 40 ： (千円)
41 ～ 50 ： (千円)

環境省 環境省

対 象 地 域

下水道の認可を受けた計画に定められた予定

処理区域以外の地域

目 的

下水道未整備地域における雑排水による公共
用水域の汚濁等の生活環境の悪化に対応す
る。

生活排水処理を緊急に促進する必要がある地
域において、地域を単位として適正な処理の促
進を図る。

生活雑排水等の適正な処理の促進を図るた
め、個別排水処理施設整備事業を地方単独事
業により実施する。

項 目 浄化槽設置整備事業
浄化槽市町村整備推進事業

（特定地域生活排水処理施設）
個別排水処理施設整備事業

国庫補助事業 国庫補助事業（地方単独事業） 地方単独事業

設 置 主 体
維 持 管 理 主 体

個    人 豊富町 豊富町

総務省

補 助 内 容

所 管 省 庁

下水道や農業集落排水施設等の集合処

理区域の周辺地域で単独年度当り20戸未
満の住宅について合併処理浄化槽を整
備。

特定地域生活排水処理事業の対象地域に
おいて、①以外の地域（単年度あたり20戸

未満の住宅を整備）

において、単年度10戸以上の住宅について合
併処理浄化槽を整備。

水道原水水質保全事業の実施の促進に関

する法律の規定に基づき定められる都道
府県計画における実施区域

下水道法認可外区域にあって、湖沼水質
保全特別措置法、水質汚濁防止法、過疎

地域自立促進特別措置法等若しくは、浄
化槽が経済的に有利と環境大臣が認める
地域

国 庫 補 助 金

地方単独事業

交付金及び起債措置
浄化槽法第4条第1項の規定による構造基
準に適合し、かつ平成18年4月21日環廃対
第060421004号「合併処理浄化槽設置整
備事業実施要綱の取扱いについて」に該

当する浄化槽，変則浄化槽若しくは合併処
理浄化槽の改築であること。

浄化槽法第4条第1項の規定による構造基
準に適合し、かつ平成18年4月21日環廃対
第060421004号「合併処理浄化槽設置整
備事業実施要綱の取扱いについて」に該

当する浄化槽，変則浄化槽若しくは合併処
理浄化槽の改築であって、し尿及び雑排
水を集合して処理するものであること。

①対象範囲
(1) 本体費用及び設置に必要な工事

費用
(2) 積雪荷重対策及び凍結防止対策

に必要な費用
②戸数

個別排水処理施設事業については、
単年度20戸以上であっても地域の実
情によりやむを得ない場合は対象とす

る。（弾力的運用）

基 準 額

352 882

上記の対象範囲に必要な額

441 1,104
588 1,495

1,002 2,191

1,545 2,937
2,129 3,491

元利償還金の44％を事業費補正で措置 事業費の30％を事業費補正及び元利償還金
の44％を事業費補正で措置

2,479 4,271
4,743

5,993

個人負担

モ デ ル 図

地 方 交 付 税

国庫補助事業にあっては、 地方負担額の
80％、地方単独事業にあっては地方負担額の
2/3の80％に財政力指数に応じた条率を乗じた

額を措置。

受益者負担金等 な   し

交付税措置相

当分

地方自治法第224条「負担金」を根拠に、起債
の充当残相当分について徴収。

地方自治法第224条「負担金」を根拠に、起債
の充当残相当分について徴収。

国 費
一般会計繰出金

(地方交付税)
約30％

Ａ
1/3

分 担 金分 担 金

約70％

Ｂ2/3

使用料又は一

般財源相当分

Ｃ=事業費-Ａ-Ｂ

適 用 可 能 性 ○ ○ ○

国費

下水道事業債
(地方交付税)

下水道事業債
(地方交付税)

2/3

1/3

地方負担
（交付税措置）
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5 章  具体的な施策の検討 

  

  55..44    地地震震対対策策のの具具体体的的なな施施策策  

  

    地地震震対対策策にに係係るる施施策策のの展展開開方方針針  

  

下下水水道道はは、、皆皆ささままのの快快適適なな生生活活環環境境をを支支ええるる重重要要なな施施設設でですす。。ままたた、、下下エエベベココロロベベツツ

川川下下流流部部ににははササロロベベツツ原原野野がが広広ががるるななどど衛衛生生環環境境やや自自然然環環境境ににととっっててもも重重要要なな施施設設でですす。。  

既既にに管管ききょょ施施設設やや処処理理場場施施設設はは耐耐震震化化ししてていいまますすがが、、大大地地震震にによよっってて、、危危機機がが生生じじたた

場場合合もも、、最最小小限限のの被被害害ににととどどめめるるよよううにに危危機機管管理理体体制制のの強強化化にに努努めめまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

    関関係係機機関関ととのの連連携携  

  

減減災災対対策策でではは、、町町役役場場内内ででのの関関連連部部

署署ととのの連連携携やや、、消消防防、、警警察察、、国国機機関関とと

もも連連携携ししたた訓訓練練やや関関連連機機関関のの意意識識啓啓発発

はは減減災災対対策策ににおおいいてて特特にに重重要要でですす。。まま

たた、、緊緊急急時時のの支支援援都都市市間間ととのの連連絡絡体体制制

をを円円滑滑にに行行ううたためめのの災災害害にに備備ええたた体体制制

のの強強化化をを行行わわななけけれればばななりりまませせんん。。  

今今後後とともも、、関関係係者者がが災災害害発発生生時時にに的的

確確且且つつ冷冷静静なな対対応応がが行行ええるるよよううにに災災害害

発発生生後後対対策策をを整整理理しし、、被被災災後後のの影影響響波波

及及等等のの 22 次次災災害害のの防防止止をを目目指指ししまますす。。

災災害害発発生生後後はは、、事事前前にに整整理理さされれたた対対策策

方方針針にに基基づづきき施施設設のの被被害害状状況況のの把把握握、、

緊緊急急措措置置、、応応急急復復旧旧をを実実施施ししまますす。。  

  

▲ 緊急措置例（滞留汚水の吸引） 

出出典典：：国国土土交交通通省省 HHPP  

  

議題に対する施策 施策の展開方針

　● 減災対策の促進 　・関係機関との連携
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加加ええてて、、豊豊富富町町はは、、雨雨水水対対策策、、地地震震対対策策のの進進捗捗状状況況やや下下水水道道使使用用制制限限のの可可能能性性ににつつ

いいてて、、広広報報誌誌ややホホーームムペペーージジ等等ににおおいいてて日日ごごろろかからら利利用用者者にに情情報報提提供供をを行行いいまますす。。  

今今後後とともも平平常常時時かかららのの関関係係機機関関ととのの緊緊急急時時のの連連携携訓訓練練をを実実施施すするるととととももにに、、地地域域防防

災災計計画画等等にに、、緊緊急急時時のの対対策策方方針針のの位位置置付付けけをを明明確確化化しし、、減減災災にに努努めめまますす。。  

  

  

  

  

  55..55    浸浸水水対対策策のの具具体体的的なな施施策策  

  

    浸浸水水対対策策にに係係るる施施策策のの展展開開方方針針  

  

豊豊富富町町でではは、、浸浸水水がが発発生生ししたた箇箇所所ににつついいててはは、、既既にに雨雨水水対対策策（（管管ききょょのの整整備備））をを実実施施

ししてていいまますす。。ここれれにによよりり浸浸水水被被害害はは、、ほほぼぼ解解消消さされれてていいまますす。。  

ししかかしし、、想想定定ししてていいなないい大大雨雨がが降降っっててもも、、危危機機管管理理体体制制のの強強化化やや自自助助、、共共助助ののババッックク

アアッッププをを行行いい、、浸浸水水被被害害をを軽軽減減にに努努めめまますす。。  

  

  

    

  

  

  

  

  

    自自助助、、共共助助、、公公助助のの促促進進  

  

豊豊富富町町のの下下水水道道ににおおけけるる浸浸水水対対策策はは、、1100 年年にに一一度度のの大大雨雨をを対対象象ととししてて、、市市街街地地中中心心部部

のの浸浸水水をを防防ぐぐここととをを目目的的にに計計画画をを進進めめてておおりり、、ここれれままででにに浸浸水水被被害害ががああっったた箇箇所所ににつついい

てて被被害害リリススククのの軽軽減減をを図図っってていいまますす。。  

浸浸水水被被害害はは、、町町民民のの生生命命やや財財産産ななどどにに大大ききなな影影響響をを与与ええるるここととかからら、、行行政政のの支支援援だだけけ

ででななくく、、住住民民のの皆皆ささままやや地地域域がが自自主主的的にに生生命命やや財財産産をを守守るる活活動動をを支支援援すするる必必要要ががあありりまま

すす。。  

議題に対する施策 施策の展開方針

　● 減災対策の促進
　・自助、共助、公助の支援
　・関係機関との連携
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5 章  具体的な施策の検討 

  

ままたた、、近近年年、、全全国国的的にに多多発発ししてていいるる局局地地的的なな集集中中豪豪雨雨ななどどにに対対応応すするるたためめにに、、ままちちづづ

くくりりににかかかかわわるる河河川川関関係係者者やや道道路路関関係係者者等等ととのの連連携携をを行行いい、、総総合合的的なな浸浸水水対対策策をを行行ううここ

ととにによよりり安安全全ななままちちづづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

今今後後とともも、、過過去去のの浸浸水水履履歴歴、、地地形形条条件件、、土土地地利利用用ななどどををももととにに、、低低地地盤盤地地区区やや雨雨水水排排

除除能能力力がが不不足足ししてて浸浸水水のの危危険険性性がが高高くくななっってていいるる地地区区ににつついいててはは、、必必要要にに応応じじてて雨雨水水幹幹

線線等等をを重重点点･･計計画画的的にに整整備備しし、、浸浸水水にに対対すするる安安全全性性のの向向上上をを図図りりまますす。。  

  

調整池

河川

雨水管の整備

土のう

防災無線 ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報提供水害に関する広報
・水害教育

止水板

  
▲▲  豊豊富富町町ででのの浸浸水水対対策策案案  

  
注 1自助：住民の皆さまが生命や資産を守る活動  
注 2共助：地域が協力して生命や資産を守る活動 
注 3公助：行政が生命や資産を守る活動 

  

  

  

    関関係係機機関関ととのの連連携携  

  

「「55..44  地地震震対対策策のの具具体体的的なな施施策策」」のの関関係係機機関関ととのの連連携携をを参参照照。。  
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  55..66    水水環環境境のの保保全全のの具具体体的的なな施施策策  

  

    水水環環境境のの保保全全にに係係るる施施策策のの展展開開方方針針  

  

近近年年でではは、、天天塩塩川川下下流流等等のの水水質質環環境境基基準準はは全全てて達達成成ししてていいまますす。。  

今今後後とともも豊豊富富町町及及びび豊豊富富町町周周辺辺のの水水環環境境をを保保全全すするるたためめにに、、豊豊富富浄浄化化セセンンタターーかかららのの

放放流流水水質質をを適適切切にに維維持持すするるととととももにに、、皆皆ささままのの環環境境意意識識のの啓啓発発活活動動をを実実施施しし、、社社会会的的責責

任任をを果果たたししななががらら健健全全なな水水循循環環系系のの構構築築にに貢貢献献ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

    良良好好なな放放流流水水質質のの維維持持  

  

豊豊富富浄浄化化セセンンタターーかかららのの放放流流水水はは、、鮒鮒釣釣川川をを経経てて天天塩塩川川にに放放流流ししてていいまますす。。年年間間 2244 万万

  をを処処理理すするる豊豊富富浄浄化化セセンンタターーはは、、放放流流水水質質をを的的確確にに管管理理すするるここととにによよりり環環境境へへのの負負荷荷

のの低低減減をを図図っってていいまますす。。  

放放流流水水質質ににつついいててはは、、法法令令にによよりり基基準準値値がが定定めめらられれてていいまますすがが、、豊豊富富浄浄化化セセンンタターーはは、、

BBOODD にに関関すするる放放流流水水質質をを 1155mmgg//LL 以以下下にに収収めめるるここととをを目目標標ととししてていいまますす。。そそここでで、、豊豊富富町町

はは日日常常的的にに水水質質のの分分析析をを実実施施しし、、そそのの結結果果をを運運転転管管理理にに的的確確にに反反映映ささせせるるよよううにに努努めめてて

いいまますす。。そそのの結結果果、、近近年年でではは全全ててのの年年度度でで放放流流水水質質 BBOODD：：1155mmgg//LL 以以下下をを達達成成ししてていいまますす。。  

今今後後とともも地地域域のの水水質質保保全全にに資資すするるたためめにに良良好好なな放放流流水水質質のの維維持持をを目目指指ししまますす。。  

 

議題に対する施策 施策の展開方針

　● 水環境保全の継続的活動の実施
　・良好な放流水質の維持
　・水環境の保全に係る環境啓発活動の実施



  

  
- 66 -

5 章  具体的な施策の検討 

  

  

    水水環環境境のの保保全全にに係係るる環環境境啓啓発発活活動動のの実実施施  

  

下下水水道道施施設設をを知知っってていいたただだくくたためめににもも普普

段段皆皆ささままがが何何気気ななくく利利用用ししてていいるる『『見見ええなな

いい下下水水道道』』をを『『見見ええるる化化』』すするるここととをを目目的的

にに環環境境保保全全にに関関すするる意意識識啓啓発発をを行行いいまますす。。  

環環境境保保全全にに関関すするる意意識識啓啓発発はは、、下下水水処処理理

場場等等のの施施設設空空間間をを活活用用ししたた環環境境学学習習をを行行うう

等等のの啓啓発発活活動動をを実実施施すするるここととでで、、行行政政とと地地

域域のの関関係係主主体体がが連連携携しし、、地地域域ににおおけけるる下下水水

道道のの役役割割やや環環境境保保全全のの重重要要性性ににつついいててのの理理

解解をを深深めめてていいたただだきき、、水水環環境境へへのの関関心心・・関関

与与ををももっってていいたただだけけるるよよううにに努努めめまますす。。  

平平成成 1199 年年度度よよりり環環境境学学習習のの一一環環ととししてて、、中中学学生生のの処処理理場場見見学学をを実実施施ししてていいまますす。。今今

後後ももここののよよううなな活活動動をを継継続続すするるここととでで、、一一人人ひひととりりがが水水環環境境にに関関心心・・関関与与ををももっってていいたた

だだきき、、豊豊かかでで美美ししいい自自然然環環境境をを次次世世代代にに継継承承すするるよよううにに取取りり組組みみまますす。。  

※ イメージ図出展：社団法人日本下水道協会 HP 

  

  

  55..77    下下水水道道資資源源のの利利活活用用のの具具体体的的なな施施策策  

  

    下下水水道道資資源源のの利利活活用用にに係係るる施施策策のの展展開開方方針針  

  

国国のの下下水水道道ビビジジョョンンでで提提言言さされれてていいるるよよううにに、、ここれれままででのの下下水水道道機機能能にに加加ええてて今今後後のの

下下水水道道事事業業はは、、持持続続可可能能なな地地域域のの循循環環型型社社会会をを創創出出すするるたためめのの資資源源循循環環のの創創出出がが求求めめらら

れれまますす。。  

豊豊富富町町でではは既既にに下下水水汚汚泥泥をを 110000％％有有効効活活用用ししてていいまますす。。今今後後はは、、下下水水道道施施設設のの有有効効活活用用

ななどど下下水水道道資資源源をを積積極極的的にに活活用用ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

議題に対する施策 施策の展開方針

　● 下水道資源の利活用の継続
　● 施設の有効的な活用の促進

　・下水汚泥の利活用の継続
　・ディスポーザー導入許可の検討

▲ 子どもたちへの環境教育例 
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    下下水水汚汚泥泥のの利利活活用用のの継継続続  

  

下下水水汚汚泥泥はは、、窒窒素素、、りりんん等等のの肥肥料料成成分分ののほほかか、、有有用用なな無無機機物物もも含含んんででいいるるここととかからら資資

源源的的価価値値ががあありりまますす。。  

豊豊富富町町はは酪酪農農がが基基幹幹産産業業のの町町でですす。。雄雄大大ななササロロベベツツ原原野野をを望望みみ、、11 万万 22 千千 hhaa のの牧牧草草地地

をを基基盤盤ととししたた放放牧牧型型酪酪農農をを展展開開ししてておおりりまますす。。乳乳牛牛頭頭数数はは 11 万万 77 千千頭頭とと全全道道ででもも上上位位にに

ラランンククさされれてておおりりまますす。。  

今今後後とともも豊豊富富町町でではは下下水水汚汚泥泥のの焼焼却却処処分分やや埋埋立立処処分分をを行行わわずずにに、、畑畑やや牧牧草草地地等等へへのの利利

用用をを継継続続すするるここととでで、、地地域域のの資資源源循循環環にに貢貢献献ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

▲ 豊富町の牧草地 

  

  

  

    デディィススポポーーザザーー導導入入許許可可のの検検討討  

  

豊豊富富町町はは、、処処理理区区域域内内人人口口のの減減少少にに伴伴いい、、今今後後はは、、下下水水道道施施設設をを有有効効的的にに活活用用すするる

ここととがが求求めめらられれまますす。。広広範範なな処処理理施施設設のの利利用用方方法法のの一一つつととししてて、、デディィススポポーーザザーーのの利利用用

許許可可ががああげげらられれまますす。。  

デディィススポポーーザザーー利利用用をを許許可可すするるここととにによよりり期期待待さされれるるメメリリッットトはは、、ゴゴミミのの軽軽量量化化、、

減減量量化化にによよるるゴゴミミ出出しし労労働働のの軽軽減減（（特特にに高高齢齢化化社社会会等等））、、冬冬季季ゴゴミミ出出しし・・収収集集作作業業のの軽軽

減減等等ががああげげらられれまますす。。ままたた、、住住民民アアンンケケーートトででもも半半数数近近くくのの方方ががデディィススポポーーザザーーのの導導入入

をを望望んんででいいままししたた。。  

一一方方、、想想定定さされれるるデデメメリリッットトととししててはは、、現現状状のの施施設設ががデディィススポポーーザザーーをを想想定定ししててなな

いいここととかからら、、下下水水処処理理場場ででのの負負荷荷増増大大にによよるる処処理理水水質質悪悪化化のの懸懸念念ががあありりまますす。。ままたた、、自自

治治体体にによよっっててはは、、デディィススポポーーザザーーにによよりり維維持持管管理理費費がが増増大大ししたた事事例例ももああるるたためめ、、放放流流水水

質質やや費費用用対対効効果果にに応応じじたたデディィススポポーーザザーーのの導導入入のの検検討討がが必必要要でですす。。  
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6 章  優先順位と事業実施スケジュールの検討 

  

  66..11    優優先先順順位位のの検検討討  

  

今今後後 1100 年年間間のの施施策策のの優優先先順順位位はは、、緊緊急急度度、、重重要要度度、、費費用用をを勘勘案案ししてて決決定定いいたたししまましし

たた。。緊緊急急度度、、重重要要度度、、費費用用のの評評価価点点はは、、各各々々55 点点満満点点ととしし、、総総合合評評価価はは各各評評価価項項目目のの合合

計計 1155 点点満満点点ととししままししたた。。  

優優先先順順位位のの考考ええ方方はは下下表表ののととおおりりでですす。。  

  

▼ 緊急度、重要度、費用の考え方 

評価項目 評価項目の説明

5

　費用が高価 費用が安価

5

　重要度が低い 重要度が高い

費　用 施策を実施するために必要となる経費。
0 1 2 3 4

5

　緊急度が低い 緊急度が高い

重要度
最終的な成果に関連している項目。豊富町下
水道事業の基本方針、目標像の達成に必要な
施策。特に住民要望が高かった項目。

0 1 2 3 4

1 2 3 4

評価点（各項目5点満点）

緊急度
社会的背景等により即時の対応が要求される
項目。

0

  

 

▼ 優先順位の決定に係る総合評価の考え方 

優先順位 説明

A
（重点施策）

優先順位が高く、今後10年間以内に実施すべ
き施策、中期ビジョンの重点施策

B
優先順位がやや高く、今後10年間以内の実施
が望ましい施策

C
優先順位が低く、今後10年間では実施しない
施策。または社会経済情勢等を踏まえて必要
に応じて実施する施策

総合評価が12点以上（80％以上）

総合評価が9点以上（60％以上）

総合評価が9点未満（60％未満）

評価点（合計15点満点）

  

  

6 章 優先順位と事業実施スケジュールの検討 
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▼ 優先順位の検討（１） 

評価項目 根拠 評価点 優先順位

下水道経営の具体的な施策

緊急度

現行の契約形態でも適切に汚水処理が
行えています。一方で、早急に維持管理
費の低減化を図ることが望まれていま
す。

4

重要度
維持管理費の削減が期待できます。た
だし、維持管理費削減費より契約履行
調査費の方が高くなる場合もあります。

4

費  用 契約履行調査費が必要となります。 4
総合評価 12

緊急度
事業の透明性の確保は、社会的に強く
求められています。

4

重要度
地方公営企業会計導入によって、財務
状況および経営状況が明らかとなりま
す。

3

費  用
企業会計移行支援のための調査を行う
費用が必要となります。

3

総合評価 10

緊急度
一般会計の負担軽減のためにも緊急的
な課題です。

5

重要度

一般会計の負担額が減少します。ただ
し、住民負担と行政負担額の適切な経
費負担について検討しなくてはなりませ
ん。

3

費  用 なし 5
総合評価 13

下水道施設管理の具体的な施策

緊急度
今後、耐用年数を越える機械・電気施設
が存在します。

5

重要度
事業の継続性の観点から必須項目で
す。施設の適正管理、建設改良投資の
軽減につながります。

5

費  用
改築更新を行う場合には、施設を改良
するための多額の費用が生じます。

1

総合評価 11

緊急度
現行の台帳でも適切に施設管理が行え
ています。

2

重要度
保守点検業務や資産管理業務への拡
張・発展が容易となります。

4

費  用
システムに入力する資産情報の調査や
システムのライセンスのための費用が必
要となります。

3

総合評価 9

B

 A：重点施策

B

 A：重点施策

B

民間活力を
活かした維持管理

事業の透明性の確保

使用料金の適正化

下水道施設の
効率的管理

項目

計画的な改築・
更新の実施

  



  

  
- 70 -

6 章  優先順位と事業実施スケジュールの検討 

  

▼ 優先順位の検討（2） 

評価項目 根拠 評価点 優先順位

下水道施設管理の具体的な施策

緊急度
地球環境への負荷軽減のために必要で
す。 3

重要度
二酸化炭素の軽減、電力費の軽減が期
待されます。 3

費  用
計画的な改築更新と併せて実施を検討
します。 3

総合評価 9

汚水処理の具体的な施策

緊急度
豊富町の水洗化率は76.1％と低いた
め、緊急性は高いです。 4

重要度
今後も水環境の水質保全、経営改善の
ために水洗化率の向上は重要です。 5

費  用
水洗化のための補助制度等の費用が
必要です。 4

総合評価 13

緊急度
工場が稼動するまでに管きょ整備を行う
必要があります。 5

重要度
公共用水域の水質保全のために整備が
必要です。 5

費  用 管路の建設工事が必要となります。 2

総合評価 12

緊急度
地域の水環境の保全に資するためにも
緊急度は高いです。 5

重要度
水環境の水資保全の効果が期待されま
す。 5

費  用
浄化槽の設置の補助費が必要となりま
す。 2

総合評価 12

地震対策の具体的な施策

緊急度
地震や大雨は、どこでいつ発生するか
分らないため、対策を検討する必要があ
ります。

4

重要度
地震や大雨による施設被害の軽減等が
期待されます。 3

費  用
ソフト的な対策のため、防災対策より安
価に対応を図ることができます。 4

総合評価 11

豊富町全域における
汚水処理施設の普及

関係機関との連携

省エネルギー化の推進

水洗化率の向上

工場立地予定地区の整備

項目

B

 A：重点施策

 A：重点施策

 A：重点施策

B
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▼ 優先順位の検討（3） 

評価項目 根拠 評価点 優先順位

浸水対策の具体的な施策

緊急度
近年、全国的に多発している集中豪雨
に対応する必要があります。

4

重要度
大雨による人命や資産への被害の軽減
が期待されます。

3

費  用
ソフト的な対策のため、防災対策より安
価に対応を図ることができます。

4

総合評価 11
緊急度
重要度
費  用

総合評価

水環境の保全の具体的な施策

緊急度
現在は適切に処理が行われているた
め、緊急的な対応は不要と考えられま
す。

1

重要度
下エベコロベツ川や天塩川等の水環境
の保全のためにも放流水質の水質保全
は必須です。

5

費  用
現状でも計画放流水質を達成しているこ
とから新規設備等の費用は計上しませ
ん。

5

総合評価 11

緊急度
水環境や下水道への関心・関与を高め
ることが社会的に求められています

2

重要度
住民や子供たちに環境や下水道のこと
を知って頂くことは今後更に重要事項と
とられています。

3

費  用 なし 5
総合評価 10

下水道資源の利活用の具体的な施策

緊急度
地域の資源循環に資するためにも下水
汚泥の利活用の継続が求めれます。

4

重要度
循環型社会へ貢献するとともに豊富町
の農業の発展に資します。

3

費  用
運搬費、コンポスト処理費等が必要とな
ります。

4

総合評価 11

緊急度
ディスポーザーの導入は豊富町の資源
循環に資します。

3

重要度
住民アンケートよりディスポーザーを望
む意見が多いことが示されました。

5

費  用
現況の処理場施設がディスポーザーの
受け入れを勘案して計画されていないた
め、処理場への影響評価が必要です。

4

総合評価 12

 A：重点施策

地震対策と同上

B

B

B

B

B

ディスポ－ザ－
導入許可の検討

下水汚泥の
利活用の継続

項目

良好な放流水質の
維持

水環境の保全に係る
環境啓発活動の実施

自助、共助、公助の支援

関係機関との連携
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6 章  優先順位と事業実施スケジュールの検討 

 

  66..22    事事業業のの実実施施ススケケジジュューールル  

  

 

事事業業のの実実施施ににああたたっっててはは、、以以下下のの視視点点よよりり実実施施年年度度（（予予定定））をを設設定定ししままししたた。。  

  

  

① 事業の優先度の検討  

    前前項項でで決決定定ししたた事事業業のの優優先先度度をを踏踏ままええままししたた。。  

  

② 施設の改築計画  

    今今後後、、豊豊富富浄浄化化セセンンタターーのの改改築築をを実実施施ししまますす。。ここれれをを踏踏ままええてて、、施施設設のの耐耐用用

年年数数等等をを考考慮慮しし、、事事業業実実施施項項目目・・実実施施年年度度をを定定めめままししたた。。  

    ななおお、、改改築築計計画画ににつついいててはは、、今今後後、、健健全全度度にに関関すするる点点検検・・調調査査結結果果にに基基づづくく

「「長長寿寿命命化化対対策策」」にに係係るる計計画画をを策策定定しし、、予予防防保保全全的的なな管管理理をを行行ううととととももにに、、

長長寿寿命命化化をを含含めめたた計計画画的的なな改改築築等等をを考考慮慮ししてて詳詳細細なな事事業業実実施施年年度度をを決決定定ししまま

すす。。  

  

③ 事業費のバランス  

    今今後後、、実実施施予予定定のの事事業業ににつついいててはは、、施施設設のの改改築築計計画画等等、、定定期期的的にに実実施施すするる必必

要要ががああるる事事業業をを整整理理ししたた上上でで、、レレベベルルアアッッププししたた下下水水道道シシスステテムムにに関関すするる事事

業業（（下下水水道道台台帳帳のの電電子子化化等等））をを特特定定のの年年度度にに費費用用がが集集中中ししなないいよよううにに実実施施年年

度度をを設設定定ししままししたた。。  

  

  

以以上上よよりり策策定定ししたた各各施施策策のの実実施施年年度度（（予予定定））はは次次表表ののととおおりりでですす。。  
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▼ 事業の実施スケジュール 

事業内容 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

下水道経営の具体的な施策

民間活力を活かした維持管理

包括的民間委託導入事前調査 ### ###

包括的民間委託履歴調査 ### ### ### ### ### ### ###

事業の透明性の確保

地方公営企業法移行 ### ###

使用料体系の適正化 0 0

下水道施設管理の具体的な施策

計画的な改築・更新の実施

豊富浄化センタ-長寿命化調査計画（土木建築、機械電気）調査 ### ### ###

豊富浄化センタ-機械電気実施設計（中央監視含む）設計 ###

豊富浄化センタ-中央監視装置,CRT装置電気設備工事 ###

NO1～2ポンプ所機械設備調査 ###

NO1～2ポンプ所機械設備更新工事 ###

NO3～4ポンプ所調査 ###

NO3～4ポンプ所機械設備更新工事 ###

管渠施設長寿命化計画基本構想 ###

管渠施設長寿命化計画調査 ###

下水道施設の効率的管理 ###

省エネルギー化の推進 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

汚水処理の具体的な施策

水洗化の向上

水洗化等改造資金貸付制度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

広報活動支援委託 ###

工場立地予定地区の整備

管渠新設実施設計委託 ###

管渠新設工事 ### ###

豊富町全域における汚水処理施設の普及

生活排水処理基本計画策定委託 ###

全体計画見直し・認可変更業務 ### ###

下水道中期ビジョン策定委託 ###

浄化槽設置補助 ### ### ### ### ### ### ### ###

地震対策の具体的な施策

関係機関との連携 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

浸水対策の具体的な施策

自助、共助、公助の支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

関係機関との連携 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水環境の保全の具体的な施策

良好な放流水質の維持 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水環境の保全に係る環境啓発活動の実施 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

下水道資源の利活用の具体的な施策

下水汚泥の利活用の継続 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ディスポ－ザ－導入の影響調査 ###

項目

凡例：事業の実施年度
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7 章  財務評価による経営見通しの検討 

  

  77..11    財財務務評評価価のの設設定定条条件件  

  

下下水水道道はは、、管管ききょょやや処処理理場場ななどど多多くくのの施施設設かからら構構成成さされれてておおりり、、安安定定ししたた機機能能のの維維

持持ににはは、、適適切切なな施施設設のの維維持持がが不不可可欠欠でであありり、、そそののたためめににはは多多額額のの費費用用がが必必要要ととななりりまますす。。

一一方方でで、、将将来来的的ににはは人人口口減減少少にに伴伴いい大大幅幅なな使使用用料料収収入入がが見見込込めめなないいととととももにに、、経経済済のの低低

迷迷をを反反映映ししてて地地方方財財政政もも厳厳ししいい状状況況ににあありりまますす。。  

よよっってて、、今今後後はは更更ななるる効効率率的的なな経経営営がが求求めめらられれ、、そそののたためめににはは中中期期的的なな経経営営のの見見通通

ししがが必必要要ととのの観観点点かからら財財政政シシミミュュレレーーシショョンンをを実実施施ししままししたた。。  

  

  
▼▼  財財務務評評価価のの設設定定条条件件  （（１１））  

項目 前提条件 

(1) 行政人口 

 

 行政人口は、第 5 次変更認可・全体計画見直しの値と整合を図っ

た。 

 なお、各年の行政人口は平成 21 年度実績値から按分した。 

 この値は、第 4 次豊富町まちづくり計画と整合を図っている。 

 

(2) 処理人口 

 

 第 5 次変更認可・全体計画見直しでは、過年度の処理人口のトレ

ンドより平成 27 年度を 3,100 人、平成 32 年度を 2,950 人と推計

している。本シミュレーションでは、これと整合を図った。 

 なお、各年の処理人口は平成 21 年度実績値から按分した。 

 

(3) 水洗化人口 

 

 水洗化人口は、処理人口に水洗化率を乗じて算出した。 

 本シミュレーションでは平成 32 年度の水洗化率の目標を 85.0％

とした。 

 なお、各年の水洗化率は現況から平成 32 年を按分した。 

 

(4) 
有収水量 

処理水量 

有収率 

 

 有収水量は、過去 5 ヵ年の 1 人あたり有収水量単価から将来の水

洗化人口を乗じることで算出した。 

 平成 27 年度には、工場接続に伴う有収水量の増加を計算に織り込

んだ。 

 本シミュレーションでは平成 32 年度の有収率の目標を 96.0％と

した。 

 処理水量は、有収水量から有収率を除することで算出した。 

 なお、各年の有収率は現況から平成 32 年を按分した。 

 

 

7 章 財務評価による経営見通しの検討 
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▼▼  財財務務評評価価のの設設定定条条件件  （（22））  

項目 前提条件 

(5) 管きょ延長 

 

 既設の管きょ延長は、北海道庁資料による。 

 平成 24 年度に管きょの整備 2km を加算した。 

 

(6) 事業費 

 

 今後 10 年間の事業実施項目より算出した。財源は、国の現行制

度に準拠した。 

 

(7) 
管きょ 

維持管理費 

 

 管きょ維持管理費は、過去 5 年間の 1m 当たりの維持管理費の平

均単価 159.2 円/m より将来値を設定した。 

 

(8) 
処理場 

維持管理費 

 

 処理場維持管理費は、過去 5 年間の年間処理水量 1  当たりの維

持管理費の平均単価 150.0 円/ に将来の処理水量を乗じることに

より将来値を設定した。 

 

(9) 
その他の 

維持管理費 

 

 その他の維持管理費は平成 21 年度実績値を用いた。 

 

(10) 使用料 

 

 使用料収入は、有収水量に平成 21 年度の使用料単価 162 円/ を

乗じて算出した。 

 使用料の改定は、本シミュレーションに盛り込んでいない。 

 

(11) 
受益者 

負担金 

 

 受益者負担金は、平成 25 年度の管きょ接続に伴う拡大面積

5.0ha（うち宅地面積 4.2ha）に受益者負担金宅地面積単価を乗じ

ることで算出した。 

 

(12) 起債償還 

 

 借入済み分は、平成 21 年度決算統計を参考にした。 

 起債償還費の条件は、建設改良に伴う起債は、全て下水道事業債

とし、元利均等、償還期間 30 年（据え置き期間 5 年）、利率 2％

で算出した。 

 

(13) 繰入金 

 

 一般会計からの繰入金は、収益的勘定と資本的勘定に分けられ

る。 

 本検討では、事業収支の差分を補填する額を繰入金としてとらえ

た。 

 基準内繰入金及び基準外繰入金の分類は行わないものとする。 
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7 章  財務評価による経営見通しの検討 

  

  77..22    財財務務評評価価にによよるる経経営営のの見見通通しし  

  

財財政政シシミミュュレレーーシショョンンのの結結果果、、今今後後 1100 年年間間はは現現状状よよりり一一般般会会計計かかららのの繰繰入入金金がが減減少少

すするるここととがが想想定定さされれまますす。。一一般般会会計計かかららのの繰繰入入金金のの減減少少はは、、ここれれままででにに発発行行ししてていいるる

起起債債償償還還がが平平成成 2222 年年度度前前後後ににピピーーククをを向向かかええ、、そそのの後後はは起起債債元元利利償償還還金金がが減減少少すするるここ

ととがが主主なな要要因因とと考考ええらられれまますす。。  

たただだしし、、現現状状ののままままでではは、、維維持持管管理理費費にに伴伴うう経経費費全全額額をを下下水水道道使使用用料料収収入入ののみみでで負負

担担すするるここととはは困困難難だだとと推推測測さされれまますす。。本本シシミミュュレレーーシショョンンでではは、、包包括括的的民民間間委委託託導導入入

にによよるる効効果果、、工工場場排排水水のの接接続続をを見見込込んんででいいるるここととかからら、、平平成成 2255 年年度度にに一一時時的的にに経経費費回回

収収率率（（維維持持管管理理費費））がが増増加加ししてていいまますすがが、、そそのの後後はは、、人人口口減減少少にに伴伴いい、、緩緩ややかかにに減減少少

すするるももののとと想想定定さされれまますす。。  

一一般般会会計計かかららのの繰繰出出ししにによよりり汚汚水水処処理理原原価価をを回回収収すするるここととはは、、下下水水処処理理施施設設がが普普及及

ししてていいるるここととにによよりりそそのの便便宜宜をを享享受受ででききるる住住民民ととそそううででなないい住住民民ととのの間間にに不不公公平平をを生生

じじるる問問題題ががあありりまますす。。ささららにに、、昨昨今今のの豊豊富富町町のの厳厳ししいい財財政政状状況況をを踏踏ままええるるとと一一般般会会計計

かかららのの繰繰入入金金のの削削減減はは必必須須のの課課題題でですす。。  

ままたた、、今今後後はは、、機機械械・・電電気気施施設設をを中中心心ととししたた豊豊富富浄浄化化セセンンタターーのの更更新新がが必必要要ににななりり

まますす。。起起債債償償還還ににつついいててはは、、すすででにに発発行行さされれたた企企業業債債資資産産のの取取得得原原価価にに基基づづきき算算定定ささ

れれももののでですすののでで、、下下水水道道使使用用水水量量やや使使用用者者数数のの多多寡寡ににかかかかわわりりななくく、、償償還還時時点点ににおおいい

ててはは固固定定的的にに必必要要ととさされれるる費費用用ののたためめ、、短短期期間間ででのの削削減減はは難難ししいいももののとと考考ええらられれまますす。。

今今後後とともも事事業業のの優優先先度度やや必必要要性性をを着着実実にに見見極極めめななががらら適適切切なな事事業業のの執執行行をを行行うう必必要要がが

あありりまますす。。  

ささららにに、、今今後後、、経経営営基基盤盤のの強強化化をを図図っってていいくくたためめににはは、、企企業業経経営営のの現現状状やや展展望望等等にに

つついいててのの情情報報をを作作成成・・開開示示ししななががらら住住民民のの理理解解とと協協力力のの下下にに経経営営をを進進めめるる必必要要ががあありり

まますす。。  

ななおお、、整整備備計計画画にに大大幅幅なな変変更更ががああっったた場場合合はは、、起起債債償償還還計計画画がが変変わわっっててくくるるたためめ、、

財財政政シシミミュュレレーーシショョンンのの見見直直ししをを行行いいまますす。。ままたた、、現現行行のの下下水水道道制制度度のの改改定定がが行行わわれれ

れればば、、同同様様にに財財政政計計画画のの見見直直ししをを行行いいまますす。。  
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▼ 財政シミュレーション結果（歳入歳出収支） 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

①収入 40 40 40 40 40 66 66 66 66 66 66

下水道使用料 38 38 38 38 38 65 65 65 65 65 65

雨水処理負担金 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1

国庫補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②支出 81 79 79 78 73 95 94 93 92 91 91

人件費 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

維持管理費 40 40 41 41 37 61 61 61 61 61 60

起債利息 28 26 25 24 23 22 21 20 18 18 18

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③繰入金除く収支＝①-② -42 -40 -39 -38 -34 -29 -28 -27 -26 -25 -25

④収入 7 82 120 25 20 13 27 15 28 12 54

起債借入金 3 41 63 17 16 7 14 8 15 7 26

国庫補助金 3 41 58 0 4 6 13 7 13 5 28

工事負担金 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤支出 155 213 231 110 97 92 95 84 93 76 119

建設改良費 7 82 120 17 20 13 27 15 28 12 54

起債償還費 148 131 111 93 78 79 68 69 65 65 65

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥繰入金除く収支=④-⑤ -148 -131 -111 -86 -78 -79 -68 -69 -65 -65 -65

⑦不足金（繰入金） 184 170 150 124 111 108 96 96 91 89 90

⑧収支再差引=③+⑥+⑦ -7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑨前年度からの繰越金 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑩形式収支=⑧+⑨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

項　目

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

単位：百万円

  

※ 端数処理の関係から合計が一致しない項目がある
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7 章  財務評価による経営見通しの検討 
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▲ 財政シミュレーション結果（下水道使用料収入見込みと維持管理費に係る経費回収率） 
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▲ 財政シミュレーション結果（維持管理費内訳） 



  

- 79 -

 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

（千円）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

起債償還費 起債利息

 

▲ 財政シミュレーション結果（起債元利償還金） 
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▲ 財政シミュレーション結果（プライマリーバランス） 
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8 章  豊富町が目指すべき下水道中期ビジョンの提言 

  

  88..11    目目標標像像  

  

豊豊富富町町でではは、、前前章章ままででにに示示ししたた施施策策よよりり以以下下のの目目標標像像をを目目指指ししまますす。。  

  

  

●●    健健全全なな下下水水道道経経営営  

下下水水道道経経営営のの安安定定化化はは、、住住民民アアンンケケーートトをを行行っったた結結果果、、最最もも要要望望のの多多いいももののででししたた。。

今今後後はは更更ななるる人人口口減減少少がが進進むむななどど、、下下水水道道をを取取りり巻巻くく状状況況がが厳厳ししいい中中、、皆皆ささままにに経経営営方方

針針をを理理解解いいたただだきき、、健健全全なな経経営営をを行行ええるるよよううにに取取りり組組みみまますす。。  

具具体体的的ににはは、、民民間間のの創創意意工工夫夫をを活活かかししたた維維持持管管理理やや計計画画的的なな改改築築のの実実施施、、効効率率的的なな施施

設設管管理理をを実実施施すするるととととももにに、、水水洗洗化化率率のの向向上上、、事事業業のの透透明明性性のの確確保保をを行行いいまますす。。  

  

  

  

  

【主な数値目標】 

・・  水水洗洗化化率率  平平成成 2211 年年度度：：7766..11%%  ⇒⇒  平平成成 3322 年年度度：：8855..00％％  

・・  経経費費回回収収率率（（維維持持管管理理費費））  平平成成 2211 年年度度 6644..66％％  ⇒⇒  平平成成 3322 年年度度：：8888..44％％  

  

8 章 豊富町が目指すべき下水道中期ビジョンの提言 
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●●  安安心心・・安安全全でで快快適適なな暮暮ららししのの実実現現  

公公共共下下水水道道、、合合併併処処理理浄浄化化槽槽のの総総合合的的・・計計画画的的なな整整備備・・維維持持をを行行いい、、水水洗洗化化のの普普及及をを

促促進進すするるととととももにに、、道道路路冠冠水水がが発発生生ししたた箇箇所所をを中中心心的的にに整整備備すするるここととでで、、快快適適なな住住居居環環

境境のの確確保保とと市市街街地地ででのの浸浸水水のの防防止止にに努努めめまますす。。  

  

  

  

  

【主な数値目標】 

・・  汚汚水水処処理理人人口口普普及及率率  平平成成 2200 年年度度：：8800..44％％  ⇒⇒  平平成成 3322 年年度度：：9900..00％％  

・・  内内水水被被害害件件数数  平平成成 2211 年年度度：：00 件件  ⇒⇒  平平成成 3322 年年度度：：00 件件    
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8 章  豊富町が目指すべき下水道中期ビジョンの提言 

  

●●  豊豊富富町町のの自自然然をを守守りり続続けけるる持持続続可可能能なな下下水水道道  

今今後後とともも、、下下エエベベココロロベベツツ川川等等のの水水質質汚汚濁濁のの防防止止にに努努めめるるたためめ、、環環境境保保全全にに対対すするる啓啓

発発活活動動やや、、放放流流水水質質のの維維持持にに努努めめまますす。。  

ままたた、、ここれれかかららのの下下水水道道事事業業はは、、施施設設のの改改築築事事業業がが主主たたるる事事業業内内容容ととななりりまますす。。今今後後

はは、、施施設設のの長長寿寿命命化化計計画画のの策策定定ななどど、、効効率率的的且且つつ効効果果的的なな下下水水道道施施設設管管理理をを行行いい、、施施設設

をを適適切切にに管管理理ししななががらら持持続続可可能能なな下下水水道道をを目目指指ししまますす。。  

  

  

【主な数値目標】 

・・  豊豊富富浄浄化化セセンンタターー停停止止日日数数  平平成成 2211 年年度度：：00 日日  ⇒⇒  平平成成 3322 年年度度：：00 日日  

・・  管管路路のの破破損損にによよるる道道路路陥陥没没事事故故発発生生件件数数  平平成成2211 年年度度：：00件件  ⇒⇒  平平成成3322 年年度度：：00件件  

・・  下下水水排排出出基基準準にに対対すするる処処理理場場放放流流水水のの適適合合率率  平平成成2211 年年度度：：110000％％  ⇒⇒  平平成成3322 年年度度：：110000％％    

・・  下下水水汚汚泥泥リリササイイククルル率率  平平成成2211 年年度度：：110000％％  ⇒⇒  平平成成3322 年年度度：：110000％％  
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  88..22  豊豊富富町町がが目目指指すすべべきき下下水水道道中中期期ビビジジョョンンのの提提言言  

  

  

ここれれららのの施施策策・・目目標標像像ををももっってて、、豊豊富富町町でではは、、豊豊富富町町がが目目指指すすべべきき下下水水道道ビビジジョョンン

のの提提言言をを以以下下ののととおおりり定定めめままししたた。。  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

時時代代のの移移りり変変わわりりととととももにに、、下下水水道道ののああるるべべきき姿姿もも変変わわっっててききてていいまますす。。ここののよようう

なな中中でで従従来来かからら下下水水道道事事業業がが担担っってていいたた安安心心・・安安全全でで快快適適なな暮暮ららしし、、下下エエベベココロロベベツツ

川川ななどどのの公公共共用用水水域域のの水水質質保保全全とといいっったた役役割割にに加加ええてて、、健健全全なな下下水水道道経経営営やや適適切切なな施施

設設管管理理等等かからら新新たたなな下下水水道道がが担担ううべべきき目目標標像像をを着着実実にに実実行行ででききるるよよううにに努努めめまますす。。  

ここのの提提言言はは、、地地域域のの皆皆ささままののごご理理解解ををいいたただだききななががらら、、「「持持続続可可能能なな下下水水道道」」をを目目

指指すすここととをを意意図図ししてていいまますす。。  

  

今今後後はは、、本本計計画画をを基基にに水水環環境境のの保保全全やや良良好好なな生生活活環環境境のの創創出出をを図図るるととととももにに、、効効率率

的的且且つつ効効果果的的にに事事業業をを進進めめまますす。。今今後後とともも皆皆ささままのの一一層層ののごご支支援援ごご協協力力をを賜賜りりまますすよよ

ううおお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

  

  

  

 

豊富町が目指すべき下水道中期ビジョンの提言 

 

共創共生 

～今を守り、未来をつなげる持続可能な下水道～
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8 章  豊富町が目指すべき下水道中期ビジョンの提言 

  

  

豊豊富富町町下下水水道道中中期期ビビジジョョンンのの体体系系図図  
  

  

▲ 豊富町下水道中期ビジョンの体系図 

■ 具体的な施策 

■ 目標像 

■ 課題 

豊富町が目指すべき下水道中期ビジョンの提言 

 

共共創創共共生生～～今今をを守守りり、、未未来来ををつつななげげるる持持続続可可能能なな下下水水道道～～
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豊豊富富町町下下水水道道中中期期ビビジジョョンン策策定定委委員員会会  
  

  

委委員員長長    総総務務課課長長    小小笠笠原原  周周二二  

委委員員    財財政政課課長長    小小泉泉  幸幸一一  

  〃〃    農農政政課課長長      二二浦浦  昭昭男男  

  〃〃    商商工工観観光光課課長長    川川原原  清清己己  

  〃〃    町町民民課課長長    板板垣垣  寿寿徳徳  

  〃〃    建建設設課課長長    佐佐藤藤  幹幹夫夫  

    

  

  

●●第第 11 回回策策定定委委員員会会  

  

日日  時時  ：：  平平成成 2222 年年 1122 月月 77 日日((火火))  

場場  所所  ：：  豊豊富富町町  議議員員会会議議室室    

出出席席者者  ：：  （（委委員員））    小小笠笠原原周周二二総総務務課課長長、、小小泉泉幸幸一一財財政政課課長長、、二二浦浦昭昭男男農農政政課課

長長、、川川原原清清己己商商工工観観光光課課長長、、板板垣垣寿寿徳徳町町民民課課長長、、佐佐藤藤幹幹夫夫

建建設設課課長長  

（（  事事務務局局  ））  千千葉葉成成幸幸係係長長、、福福士士淳淳一一主主査査  

（（委委託託業業者者））  株株式式会会社社日日水水ココンン  

    

  

  

●●第第 22 回回策策定定委委員員会会  

  

日日  時時  ：：  平平成成 2233 年年 22 月月 1177 日日((木木))    

場場  所所  ：：  豊豊富富町町  小小会会議議室室    

出出席席者者  ：：  （（委委員員））    小小笠笠原原周周二二総総務務課課長長、、小小泉泉幸幸一一財財政政課課長長、、渋渋谷谷祐祐治治商商工工観観

光光課課長長補補佐佐、、板板垣垣寿寿徳徳町町民民課課長長、、佐佐藤藤幹幹夫夫建建設設課課長長  

（（  事事務務局局  ））  千千葉葉成成幸幸係係長長、、福福士士淳淳一一主主査査  

（（委委託託業業者者））  株株式式会会社社日日水水ココンン  
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8 章  豊富町が目指すべき下水道中期ビジョンの提言 
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豊富町下水道中期ビジョン 

共創共生～今を守り、未来をつなげる持続可能な下水道～
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8 章  豊富町が目指すべき下水道中期ビジョンの提言 
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